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メディア・プロモーション学科　1年次開講科目

●川野　聡子

実務 キャリア研究Ⅰ 後期 6-P1FR17 ●原田　愛子

●宮谷　未知子 ●金子　朋未

実務 プロジェクト・プランニング 通年 6-P1YR15 ●宮谷　未知子 ●金子　朋未

●小鶴　史江

実務 ラジオ番組制作演習Ⅰ 後期 6-P1FE13 ●金子　朋未

●川野　聡子

実務 マナーと表現 前期 6-P1SE11 山下　聖子

●宮谷　未知子

実務 洋舞特演Ⅰ－Ｂ 後期 6-P1FE09 ●宮谷　未知子

●林　麻耶

実務 ボーカル（声楽）Ⅱ 後期 6-P1FE07 ●林　麻耶

●徳永　玲子

実務 演劇表現基礎演習Ⅱ 後期 6-P1FE05 ●徳永　玲子

●金子　朋未

実務 アナウンスメントⅡ 後期 6-P1FE03 ●金子　朋未

●今木　清志 ●徳永　玲子 黒瀬　菜々 ●宮谷　未知子

●金子　朋未 志田　華奈子

実務 メイク 前期 6-P1SE01 ●鈴木　里奈

黒瀬　菜々

専門 言語コミュニケーション論Ⅱ 後期 6-S1FE09 黒瀬　菜々

●挽田　雅子

専門 異文化コミュニケーション論Ⅰ 後期 6-S1FE07 黒瀬　菜々

●富永　真子

専門 ホテル概論 後期 6-S1FE05 ●中牟田　登喜枝

●井上　しづ恵

専門 テレビドラマ論 前期 6-S1SR03 ●今木　清志

●今木　清志 黒瀬　菜々 ●宮谷　未知子 志田　華奈子

専門 メディアと政治 後期 6-S1FR01 ●今木　清志

●徳永　玲子

基礎 総合演習Ⅰ 前期 6-B1SR05 ●今木　清志 黒瀬　菜々 ●宮谷　未知子 志田　華奈子

川原口　久爾

基礎 パソコンⅡ 後期 6-B1FE03 川原口　久爾

-6-B1FE01法の適用基礎 後期

授業科目区分 ナンバリング開講期 担当者(●：実務家教員)

基礎 パソコンⅠ 前期 6-B1SE02

基礎 日本文化基礎演習 後期 6-B1FE04

基礎 総合演習Ⅱ 後期 6-B1FR06

専門 メディアと法 後期 6-S1FE02

専門 エスニシティ研究（ヨーロッパ） 後期 6-S1FE04

専門 観光入門 前期 6-S1SE06

専門 言語コミュニケーション論Ⅰ 前期 6-S1SE08

専門 イベント研修Ⅰ 通年 6-S1YR10

実務 アナウンスメントⅠ 前期 6-P1SE02

実務 演劇表現基礎演習Ⅰ 前期 6-P1SE04

実務 ボーカル（声楽）Ⅰ 前期 6-P1SE06

実務 洋舞特演Ⅰ－Ａ 前期 6-P1SE08

実務 モデルストリートⅠ 前期 6-P1SE10

実務 アフレコⅠ 後期 6-P1FE12

実務 映像制作演習 通年 6-P1YR14

実務 オーディション対策Ⅰ 後期 6-P1FE16



メディア・プロモーション学科　2年次開講科目

●宮谷　未知子

●川野　聡子

実務 キャリア研究Ⅱ 前期 6-P2SR31 ●原田　愛子

●小鶴　史江

実務 ラジオ番組制作演習Ⅱ 前期 6-P2SE29 ●上田　知佳

●金子　朋未

実務 ＭＣトークⅡ 後期 6-P2FE27 ●金子　朋未

●宮谷　未知子

実務 モデルストリートⅡ 後期 6-P2FE25 ●川野　聡子

●宮谷　未知子

実務 洋舞特演Ⅱ－Ａ 前期 6-P2SE23 ●宮谷　未知子

●徳永　玲子

実務 日本舞踊演習 前期 6-P2SE21 ●徳永　玲子

●林　麻耶

実務 演劇表現演習Ⅰ 前期 6-P2SE19 ●徳永　玲子

●今木　清志 ●徳永　玲子 黒瀬　菜々 ●宮谷　未知子

●金子　朋未

専門 イベント研修Ⅱ 通年 6-S2YR23
●今木　清志 ●徳永　玲子 黒瀬　菜々 ●宮谷　未知子

●金子　朋未 志田　華奈子

黒瀬　菜々

専門 日本語教授法 前期 6-S2SE21 黒瀬　菜々

樋口　賢一

専門 マーケティング論 後期 6-S2FE19 山下　聖子

●渡部　忠信

専門 ビジネス実務 後期 6-S2FE17 有田　麻紀 園田　哲也

●渡部　忠信

専門 マクロ経済学 後期 6-S2FE15 ●渡部　忠信

●今木　清志

専門 エスニシティ研究（アジア） 前期 6-S2SE13 海村　佳惟

●権　京愛

専門 映画論 前期 6-S2SR11 ●今木　清志

●富永　真子

基礎 韓国語Ⅰ 前期 6-B2SE11 ●権　京愛

●井上　しづ恵

基礎 英会話Ⅰ 前期 6-B2SE09 ●富永　真子

基礎 日本国憲法 前期 6-B2SE07 村上　悠

区分 授業科目 開講期 ナンバリング 担当者(●：実務家教員)

基礎 メディアと法 前期 6-B2SE08

基礎 英会話Ⅱ 後期 6-B2FE10

基礎 韓国語Ⅱ 後期 6-B2FE12

専門 ジャーナリズム論 後期 6-S2FR12

専門 ミクロ経済学 前期 6-S2SE14

専門 貿易概論 後期 6-S2FE16

専門 経営学 前期 6-S2SE18

専門 異文化コミュニケーション論Ⅱ 前期 6-S2SE20

専門 ゼミナール 通年 6-S2YR22

実務 ボーカル（声楽）Ⅲ 後期 6-P2FE18

実務 演劇表現演習Ⅱ 後期 6-P2FE20

実務 ボディ・メイキング 前期 6-P2SE22

実務 洋舞特演Ⅱ－Ｂ 後期 6-P2FE24

実務 ＭＣトークⅠ 前期 6-P2SE26

実務 アフレコⅡ 前期 6-P2SE28

実務 オーディション対策Ⅱ 前期 6-P2SE30

実務 キャリア研究Ⅲ 後期 6-P2FE32



＜ナンバリングについて＞

　カリキュラムの体系性を示すため、授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表したものです。

　■学科コード 1 ビジネス法学科 2 緑地環境学科 3 社会福祉学科 4 保育学科

5 健康スポーツコミュニケーション学科 6 メディア・プロモーション学科

　■科目区分 B 基礎科目 S 専門科目 P 実務科目 Q 資格科目

　■開講期 1 一年次科目 2 二年次科目

S 前期科目 F 後期科目 Y 通年科目

　■必修・選択 R 必修 E 選択

　■科目ナンバー 二桁の数字

(例)「法の適用」の場合

学科コード 科目区分 開講期 必修・選択 科目ナンバー

6 B 1F E 01



１ 年 前 期



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 パソコンⅠ

担当者氏名 川原口　久爾

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

1．ワープロソフト（MicrosoftWord）の機能を把握し、基本的
な操作ができるようになる。
2．ワープロソフト（MicrosoftWord）を使用して必要な資料等
を時間内に作成できるようになる。
3．日本情報処理検定協会主催の日本語ワープロ検定の取得を
目指す。

日本語ワープロ検定試験 模擬問題集(日本情報処理検定協会）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
1．課題等を印刷もしくはメールにて提出をする。
2．採点をし返却する。
3．返却後、出来てない部分のやり直しをする。

《授業の到達目標》
1．ワープロソフト（MicrosoftWord）で、文字の入力から文書
の新規作成、既存の文書の編集、印刷まで、ワープロソフト（
MicrosoftWord）による一連の操作や表を使った見やすい文書
、ビジネス文書の作り方を習得できる。
2．日本情報処理検定協会主催の日本語ワープロ検定において
、各自の目標とする級を取得する。

《成績評価基準》
授業で提出した課題・実技試験（検定）の結果・内容と授業中
への取り組む姿勢等から総合的に評価する。

《成績評価の方法》
実技試験（検定）50％
課題30％　　
その他（態度・取組等）20％

《参考図書》

日本情報処理検定協会ホームページ

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
キーボード・Word機能の
説明・入力練習

シラバス確認・Wordについてインターネット等で調べておく（30分）
キーボードを使用しての入力練習（10分）

2
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

3
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

4
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

5
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

6
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

7
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

8
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

9
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

10
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）と入力練習（10分）

11
ビジネス文書の作成手順
と作成練習・入力練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

12
実技試験（検定） 模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）

授業内容の復習（30分）

13
表現力をアップする機能
等の文書作成（課題）

Wordの機能についてインターネット等で調べておく（30分）
授業内容の復習（30分）

14
表現力をアップする機能
等の文書作成（課題）

Wordの機能についてインターネット等で調べておく（30分）
授業内容の復習（30分）

15
表現力をアップする機能
等の文書作成（課題）

Wordの機能についてインターネット等で調べておく（30分）
授業内容の復習（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 総合演習Ⅰ

担当者氏名 今木　清志、黒瀬　菜々、宮谷　未知子、志田　華奈子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

○ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

進路ガイダンスや、学校全体のテーマ（学務課、学生支援部、
保健室等からの伝達、就職模擬テスト等）に対応する。
本学科は、対外イベントの開催、TV 局やラジオ番組からの取
材依頼、芸能事務所からの問い合わせが多いので、それらに学
科全体として対応しつつ、イベント準備・メディアからの情報
の周知を行う。一般企業への就職を目指す学生に対しては、Ｇ
検合格を目指す中で、社会人として必要なマナーや価値観を学
ぶ。

 西短進路指導部「就職活動ハンドブック」（2021）
グローバル人材ビジネス実務検定テキスト
※授業内にて配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 企画案および反省点のレポートに対し、講評の時間を設ける
。

《授業の到達目標》
本演習の目的は、第一にキャンパスライフを有意義に送るため
にに必要とされる基本的な知識や教養を身につけること、グロ
ーバル人材ビジネス実務検定の受験を通し、一般企業において
常識とされる知識を得る事である。第二にメディア業界で活躍
するために必要とされるライブ配信サービス「SHOWROOM」での
配信に習熟する事、第三に、進路情報に積極的に触れることで
自身の進路について考えられるようになることである。

《成績評価基準》
 「SHOWROOM」は、グループを形成して配信し、各グループに
配信内容の企画案および反省点のレポートを提出させる。その
内容および配信への取り組みを評価する。また、その他の進路
ガイダンスやイベント企画・準備、検定対策の授業においては
取り組みの姿勢を重視する。

《成績評価の方法》
レポート　２０％
授業の取組　７０％ 《参考図書》

 「街場のメディア論」著者：内田樹

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
情況説明 予習：学内の年間行事、制度等の確認（30分）

復習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）

2
SHOWROOM配信／Ｇ検　第
一印象～目線

予習：学内の年間行事、制度等の確認／Ｇ検テキストを読む（30分）
復習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）

3
SHOWROOM配信／Ｇ検　あ
いさつ～姿勢・動作

予習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）
復習：配信の反省レポート／Ｇ検問題見直し（30分）

4
SHOWROOM配信／Ｇ検 話し
方・聴き方～接客英語

予習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）
復習：配信の反省レポート／Ｇ検問題見直し（30分）

5
SHOWROOM配信／Ｇ検 会話
～コミュニケーション

予習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）
復習：配信の反省レポート／Ｇ検問題見直し（30分）

6
SHOWROOM配信／環境整備
～コミュニケーション

予習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）
復習：配信の反省レポート／Ｇ検問題見直し（30分）

7
SHOWROOM配信／ おもてな
し

予習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）
復習：配信の反省レポート／Ｇ検問題見直し（30分）

8
メンタルヘルス講座 予習：自身の卒業後の進路について情報収集を行う（30分）

復習：ガイダンス内容の振り返り（30分）

9
SHOWROOM配信 予習：入学後の生活および自身の現状を振り返る（30分）

復習：講座内容の復習（30分）

10
6学科合同授業 予習：一般的な SPI の自主学習／Ｇ検語彙の暗記（30分）

復習：SPI 自己学習の見直し／Ｇ検内容復習（30分）

11
就職模擬試験（第一スタ
ジオ）／Ｇ検 過去問題

予習：一般的な SPI の自主学習／Ｇ検語彙の暗記（30分）
復習：模擬試験の自己採点を行う（30分）

12
SHOWROOM配信 予習：自身の卒業後の進路について情報収集を行う（30分）

復習：講座内容の復習（30分）

13
SHOWROOM配信／Ｇ検 過去
問題

予習：ライブ配信内容の企画案作成／Ｇ検語彙の暗記（30分）
復習：配信の反省レポート／Ｇ検テスト勉強（30分）

14
夏のオープンキャンパス
準備／Ｇ検本試験実施

予習：オープンキャンパス企画案作成／Ｇ検テスト勉強（30分）
復習：準備の進行状況の確認／Ｇ検復習（30分）

15
夏のオープンキャンパス
準備／Ｇ検本試験　復習

予習：オープンキャンパス企画案作成／Ｇ検自己採点（30分）
復習：準備の進行状況の確認／Ｇ検復習（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 テレビドラマ論

担当者氏名 今木　清志

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

テレビドラマは時代とともに変遷と進化を果たしている。
この授業では、プロデューサーとして多数のドラマを制作して
きた教員がその実務経験を活かし、様々な時代のテレビドラマ
の映像を用いて、テーマ・表現技法の変遷や、制作された時代
との関連などについて分析し、日本のテレビドラマの歴史的な
変遷を論じる。さらに、演出やプロデューサーを経験してきた
立場から、ドラマの制作過程について具体的に解説する。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
⑴日本のテレビドラマの時代ごとの変遷について説明できる
⑵日本のテレビドラマの表現技法や制作過程について説明でき
る
⑶テレビドラマの放つメッセージを読み解くことができる

《成績評価基準》
⑴日本のテレビドラマの時代ごとの変遷について正確に説明で
きているか評価する
⑵日本のテレビドラマの表現技法や制作過程について正確に説
明できているか評価する
⑶テレビドラマの放つメッセージを正確に読み解くことができ
ているか評価する《成績評価の方法》

授業の取組　50％
その他（リアクションペーパー・レポートなど）　50％ 《参考図書》

「アイドル力１・２｣（みらいパブリッシング刊）
「小説アイドル力｣（みらいパブリッシング刊）
「アイドル力講義｣（みらいパブリッシング刊）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
テレビドラマ創成期論
『私は貝になりたい』①

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

2
テレビドラマ創成期論
『私は貝になりたい』②

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

3
テレビドラマ創成期論
『私は貝になりたい』③

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

4
ホームドラマ論『岸辺の
アルバム』第1話

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

5
ホームドラマ論『岸辺の
アルバム』最終話

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

6
ホームドラマ論
『北の国から』

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

7
青春群像ドラマ論
『ふぞろいの林檎たち』

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

8
コメディドラマ論『王様
のレストラン』

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

9
警察ドラマ論『踊る大捜
査線』第1話①

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

10
警察ドラマ論『踊る大捜
査線』第1話②

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

11
演出論
『もう一度あなたと』

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

12
プロデュース論『ぼくら
はみんな生きている』①

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

13
プロデュース論『ぼくら
はみんな生きている』②

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

14
プロデュース論『ぼくら
はみんな生きている』③

予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

15
まとめ 予習：周辺作品や放送中のドラマを積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 観光入門

担当者氏名 挽田　雅子

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

観光は地域の活性化や雇用をもたらす主要産業の1つであり、
現代人の生活になくてはならないものである。本講義では、観
光の基本的な概念について学ぶ。
また観光資源については教員が旅行業の実務経験を通して身に
つけた知識を伝えることで、旅の感動を共有しながら、自然、
歴史的建造物、文化などについて理解を深める。

 教科書は使用しない。プリントを配布する。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 課題（小テスト）は返却後、解説と講評をする。

《授業の到達目標》
観光の現代的意義を説明できる。
観光対象・観光資源について詳しく説明できる。
観光が内包する課題に関して、自分の考えを表現できる。 《成績評価基準》

観光関連の用語を説明することができる。
観光資源について説明することができる。
観光業界で求められる人材として実践すべきことを述べること
ができる。
観光が内包する課題に関して自分の考えを表現できる。

《成績評価の方法》
筆記試験　50％　ミニレポート　10％
課題(小テスト）10％　実技　％　
授業の取組　20％
その他（発表）10％

《参考図書》

 適宜紹介します。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
観光の意味と意義  予習：観光に関連する用語を調べる（２時間）

 復習：観光の意義について整理する (２時間）

2
観光が地域にもたらす効
果

 予習：観光と地域経済について調べる　（２時間）
 復習：観光の経済効果について整理する（２時間）

3
現代観光の構成要素  予習：観光者と観光対象を結ぶもので特に重要なものは何か考える　（２時間）

 復習：観光媒体について整理する　（２時間）

4
観光資源と観光対象  予習：自分の身の回りの観光資源を考える　（２時間）

 復習：観光対象の特徴を整理する　（２時間）

5
日本の観光資源
（西日本）

 予習：西日本の観光資源について名称・位置を調べる　（２時間）
 復習：西日本の観光資源を整理する　（２時間）

6
日本の観光資源
（東日本）

 予習：東日本の観光資源について名称・位置を調べる　（２時間）
 復習：東日本の観光資源を整理する　（２時間）

7
観光地を調べる　
旅程を考える

 予習：旅行パンフレットや旅行ガイドブックを読む　（２時間）
 復習：観光地の見どころについて整理する　（２時間）

8
調べた観光地を発表する
他の発表者を評価する

 予習：プレゼンテーションのリハーサルをする　（２時間）
 復習：他の発表者の観光地について整理する　（２時間）

9
観光資源と保護  予習：エコツアーの情報を調べる　（２時間）

 復習：エコツーリズムについてまとめる　（２時間）

10
さまざまなツーリズム  予習：サステナブル・ツーリズムの考え方を調べる　（２時間）

 復習：新しい観光の例を整理する　（２時間）

11
観光振興
開発と保護

 予習：観光まちづくりとは何か考える　（２時間）
 復習：観光地の成立条件を整理する　（２時間）

12
観光産業  予習：観光産業の具体例を考える　（２時間）

 復習：消費者が観光産業を利用する流れを整理する　（２時間）

13
国際観光  予習：世界の観光の動向について調べる　（２時間）

 復習：国際観光の現状と課題について考える（２時間）

14
観光の歴史  予習：旅行が大衆化した要因を考える　（２時間）

 復習：旅の歴史を整理する　（２時間）

15
観光産業の人材  予習：ホスピタリティーとは何か調べる　（２時間）

 復習：ホスピタリティーに接した経験を共有する　（２時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 言語コミュニケーション論Ⅰ

担当者氏名 黒瀬　菜々

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

この科目は留学生向けの授業です。授業では、社会とつながり
のある1つのテーマについて日本語の資料を理解し、個人やグ
ループで調べて発表やディスカッションを行います。そのよう
な活動を通して、日本語力だけではなく、コミュニケーション
力、思考力、問題解決力や協働力を身につけることを目標とし
ます。

 適宜プリントを配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 コメントをつけて返却

《授業の到達目標》
1．テーマについて理解しアウトプットするために、日本語の
語彙・表現だけではなく、日本語を使うためのスキルも学ぶ。
2．日本語での思考力、問題解決力やグループでの協働力、コ
ミュニケーション力を身につける。
3．社会とつながりをもったテーマについて学ぶことで、日本
社会についての理解を深める。

《成績評価基準》
日本語面だけではなく、テーマについて理解し、ディスカッシ
ョンや発表などを通じて積極的に自分の意見や理解した情報を
アウトプットしようとする姿勢を評価します。

《成績評価の方法》
授業への参加・取り組み　50％
レポート・授業プリントなどの提出物　50％ 《参考図書》

奥野由紀子（編著）・小林明子・佐藤礼子・元田静・渡部倫子
（著）『日本語×世界の課題を学ぶ 日本語でPEACE　Poverty 
中上級』凡人社

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
ユニット1　読解〜書く

復習：テーマについてさらに調べる・作文（1時間）

2
ユニット2
読解〜書く

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

3
ユニット3
話し合い〜資料集め

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

4
ユニット3
資料集め・発表

予習：発表の準備・練習（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

5
ユニット4
話し合い〜資料作成

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：資料作成(30分)

6
ユニット4
発表・話し合い

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

7
ユニット5
読解・話し合い

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

8
ユニット6
読解・発表準備

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

9
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

10
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

11
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

12
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

13
ユニット8
発表

予習：発表準備・練習（1時間）

14
ユニット9
話し合い

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

15
ユニット10
レポート作成

復習：レポートを完成させる（1時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 メイク

担当者氏名 鈴木　里奈

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

①メイク道具の使い方を学ぶ
②自身の素顔を知り、そこから様々なメイク仕方を学ぶ

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 実技後、個別にフィードバックを行う

《授業の到達目標》
①肌やメイク道具について知る
②様々なパターンのメイク技術を習得をする

《成績評価基準》
 実技試験で評価

《成績評価の方法》
実技　40％　
授業の取組　60％ 《参考図書》

 西島悦『バランス美人メイクのきほん』マガジンハウス

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 オリエンテーション 素顔分析(予習15分)

2
メイク道具確認 普段使っているメイク道具を持参してもらい、足りないものを考える(予習15分)

3
スキンケア〜ベース実技 ご自身のスキンケア〜ファンデーションの種類を確認（予習15分）

実践

4
 アイブロウ実技 アイブロウの形もイメージによって様々な形で描けるようにする（予習15分）

5
 アイメイク実技 ベース〜アイブロウ技術確認（復習15分）

アイシャドウの色味や形状を確認（予習15分）

6
スキンケア〜アイメイク
実技(確認)

前回までの技術確認（復習15分）
アイラインを様々な角度で描けるようにする（予習15分）

7
チーク実技 前回までの技術確認（復習15分）

チークの色味や形状を確認（予習15分）

8
リップ実技 前回までの技術確認（復習15分）

リップの色味、形状の確認（予習15分）

9
フルメイク技術確認 フルメイク技術確認（復習15分)

10
メイクに合わせたヘア実
技

セルフヘアアレンジをできるようになる(予習15分)

11
 テーマに合わせた実技  前回の復習（復習15分）

テーマに合わせて、プランニング（予習15分）

12
 テーマに合わせた実技   前回の復習（復習15分）

テーマに合わせて、プランニング（予習15分）

13
 テーマに合わせた実技   前回の復習（復習15分）

テーマに合わせて、プランニング（予習15分）

14
 テーマに合わせた実技  前回の復習（復習15分）

テーマに合わせて、プランニング（予習15分）

15
 まとめ  今まで学習したことを確認（復習30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 アナウンスメントⅠ

担当者氏名 金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

リポートやナレーション経験のある教員が、人前で話したり、
原稿を読むに当たっての表現方法について、その実務経験を活
かし、滑舌や発声といった基本を大切にしながらも様々なパタ
ーンのアナウンスの原稿を用いた実践的授業を行う。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 講評、解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
滑舌よくしゃべることはもちろん、自分がどう映っているか「
映像」を考えながら、その場に応じた適切な言葉を用いて発言
することができるようになる。
文章の意味が、どのような言い回しや表現にすれば伝わるかと
工夫できるようになる。

《成績評価基準》
授業で習った発声方法、滑舌、言葉遣いをどのくらい習得でき
ているか、見ている人に伝わるように、話すスピードや内容の
構成方法に工夫があるか、実技試験で判断する。
また、毎回の授業で、指摘された改善点を習得しようとしてい
るか、授業へ取り組む姿勢を評価する。

《成績評価の方法》
実技　40％　授業の取組　60％

《参考図書》

適宜紹介する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 自己 PR・発声 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

2
 自己 PR・発声 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

3
 アクセントについて 発声練習(30分)

アクセント辞典で正しいアクセントか確認する(30分)

4
 鼻濁音・無声音について 発声練習(30分)

鼻濁音や無声音についてノートにまとめる(30分)

5
 ナレーションのやり方 発声練習(30分)

テレビのナレーションを意識して聞く(30分)

6
 ナレーション(実践) 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

7
 ナレーション(実践) 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

8
 原稿読み 発声練習(30分)

文章のどこが大切な言葉か印をつける(30分)

9
 原稿読み 発声練習(30分)

授業で習った原稿を声に出して読む(30分)

10
 ニュース 発声練習(30分)

ニュースを見る(30分)

11
 ニュース 発声練習(30分)

改善点をノートにまとめる(30分)

12
 朗読 発声練習(30分)

好きな本を声に出して読む(30分)

13
 朗読 発声練習(30分)

好きな本を声に出して読む(30分)

14
 インタビュー 発声練習(30分)

授業でインタビューで答えやすかった質問をノートにまとめる(30分)

15
 まとめ 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 演劇表現基礎演習Ⅰ

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 演技の基礎　発声練習　エチュード　パントマイム　即興劇　
朗読　ナレーション　アフレコ

 プリント配布　「話術上達のための基礎的訓練」教材配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 講評や、解説の時間を設ける。
レポート課題などは、コメントをつけて返却する。

《授業の到達目標》
 大きな声で　はきはきと　表現することができる。

《成績評価基準》
 「50音の歌」の朗読

《成績評価の方法》
筆記試験　１０％　レポート　％
課題　％　実技　７０％　
授業の取組　２０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜紹介します。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
発声　腹式呼吸　長音　
短音　エチュード歩く

 教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

2
発声　鼻濁音　ロガトム
表　エチュード

 教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

3
発声　母音の無声化　プ
レゼント原稿を読む

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

4
発声　アクセント　
ニュース原稿を読む

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

5
発声「50音の歌」朗読　
天気原稿を読む

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

6
発声　漢字テスト　
業界用語　エチュード

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

7
発声　絵本の朗読
演技「本物は誰だ」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

8
発声　物語の朗読
演技　押し売りトーク

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

9
発声　ナレーション
演技　職業当てゲーム

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

10
発声　「ローマの休日」
アフレコ　正当化

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

11
発声　ナレーション
性格付け　喜怒哀楽

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

12
発声　台詞を読む
「ウインク殺人事件」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

13
発声　台詞を読む
短編エチュード

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

14
発声　「外郎売」朗読
エチュード「観察」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

15
発声　「50音の歌」
朗読テスト

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ボーカル（声楽）Ⅰ

担当者氏名 林　麻耶

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 ソプラノ歌手である教員が、より良く歌えるような発声方法
、歌を通しての表現方法、読譜力などの音楽の基本的な部分を
教えます。
最終回には、公開発表会を行い、人前で歌えるように作品を仕
上げていきます。

 コーラス・トレーニング２
（２年間使用します）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 試験は全て実技です。
動画撮影を行い、振り返って感想を述べあうと共に、今後の課
題を確認します。

《授業の到達目標》
 歌を通して、様々な時代の様式、作曲家による作品の魅力を
知り、合唱やミュージカルのアンサンブル作品に取り組むこと
により、仲間と音楽を作りあげることの楽しさや難しさを感じ
ていくことを目標とします。

《成績評価基準》
 到達目標に基づき、平常の授業への取り組みと、積極的な姿
勢を総合的に評価します。

《成績評価の方法》
実技　60％
授業の取組　40％ 《参考図書》

 授業時にプリントを配布します。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
自己紹介
（音楽と私）

自己紹介を準備する（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

2
発声方法
体操・正しい姿勢

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

3
腹式呼吸と胸式呼吸① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

4
腹式呼吸と胸式呼吸② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

5
声帯の仕組み
子音と母音

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

6
ト音とヘ音
楽譜の読み方

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

7
二部合唱① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

8
二部合唱② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

9
二部合唱③ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

10
ミュージカル① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

11
ミュージカル② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

12
ミュージカル③ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

13
ミュージカル④ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

14
発表会リハーサル
仕上げ

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

15
公開発表会
まとめ

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 洋舞特演Ⅰ－Ａ

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

ダンスインストラクターやアーティストバックダンサーの実務
経験を持つ教員が、身体表現の幅を広げステージで表現するた
めの実践的授業を行う。また、踊るために必要な身体づくりの
ためのトレーニング指導を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技試験のビデオ撮影を行い、今後の課題や改善点を一人ずつ
フィードバックする時間を設ける。

《授業の到達目標》
ステージパフォーマンスの基本となる JAZZ ダンスの基礎的な
動きを一通り経験し、身体の使い方を覚える。はじめは思い通
りに身体か動かないかもしれないが、まずは自身の身体と向き
合いコントロールしようとする姿勢を身につける。

《成績評価基準》
授業で習った様々な動きや振付をどれくらい習得できているか
実技試験で判断する。毎回の授業で集中し自身の身体をコント
ロールしようと努めているかどうか、その取り組みの姿勢を評
価する。

《成績評価の方法》
実技　３０％　
授業の取組　７０％ 《参考図書》

「ダンス解剖学」
ジャッキ・グリーン・ハース著
武田淳也 監訳

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
はじめに（レッスンを受
講するにあたって）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った内容を復習する（30分）

2
基本的な動き1（ロールア
ップ、ロールダウン）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

3
基本的な動き2（ポールド
・ブラ、プリエ）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

4
基本的な動き3（タンジュ
、バランス）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

5
基本的な動き4（アイソレ
ーション）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

6
基本的な動き5（フラット
バック、ストレッチ）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

7
基本的な動き6（ドルフィ
ン）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

8
基本的な動き7（パドブレ
・ターン）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

9
基本的な動き8（クロスフ
ロア）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

10
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション1

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

11
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション2

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

12
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション3

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

13
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション4

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

14
実技テスト・ビデオ撮影 予習：テストに向けてこれまでのレッスンの復習する（30分）

復習：テストの内容を復習する（30分）

15
フィードバック・まとめ 予習：テストに向けてこれまでのレッスンの復習する（30分）

復習：テストの内容を復習する（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 モデルストリートⅠ

担当者氏名 川野　聡子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 プロモデルレッスンコーチがモデルの経験を生かし、モデル
ウォーキングを学びます。
自分の体のクセを知り、改善に向け体作りをしながら、様々な
テーマや音楽、シチュエーションによって
異なるウォーキングや表現方法を取得します。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 試験のフィードバックとして、講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
・姿勢が美しくなる
・基礎のウォーキングを身に付けることができる
・リズム感や表情力を養うことができる 《成績評価基準》

授業の取組み、実技試験の結果により評価する

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　％　実技　80％　
授業の取組　20％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 使用しない

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 体のくせを知る 予習：ストレッチ・筋トレ(30分)

復習：姿勢を意識する(30分)

2
 基礎① ストレッチ・姿
勢・ウォーキング基礎

予習：ストレッチ・筋トレ(30分)
復習：姿勢を意識する(30分)

3
 基礎② ストレッチ・ウ
ォーキング・ターン

予習：ストレッチ・筋トレ(30分)
復習：姿勢を意識する(30分)

4
 基礎③ ストレッチ・ウ
ォーキング・ターン

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：ターンの練習(30分)

5
 基礎④ ストレッチ・ウ
ォーキング・ポージング

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：ポージングの練習(30分)

6
 基礎⑤ ストレッチ・ウ
ォーキング・ポージング

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：ポーズの練習(30分)

7
 基礎⑥ ウォーキング・
ポージング・表情

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：表情の練習(30分)

8
 基礎⑦ ウォーキング・
ポージング・表情

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：表情の練習(30分)

9
 基礎⑧ ウォーキング・
フォーメーション

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：ポーズ・表情の練習(30分)

10
 基礎⑨ ウォーキング・
フォーメーション

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：ポーズ・表情の練習(30分)

11
 フロアーショー 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：ウォーキング・ターンの練習(30分)

12
 フロアーショー 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：ウォーキング・ターンの練習(30分)

13
 ステージショー 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：音楽を聴きながらウォーキングの練習(30分)

14
 ステージショー 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：音楽を聴きながらウォーキングの練習(30分)

15
 まとめ 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：音楽を聴きながらウォーキングの練習(30分)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 マナーと表現

担当者氏名 山下　聖子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

社会人として必要なマナーの基礎を中心にコミュニケーション
力、ビジネスマナー、日本のしきたり、国際プロトコールを学
ぶ。具体的には接遇の基本である第一印象・あいさつ、身だし
なみ、態度表情、言葉遣い、話し方・聞き方から、来客応対、
電話応対、ビジネス文書、仕事の進め方、食事のマナー、冠婚
葬祭のマナー、国際社会で共通するマナーや礼儀までを習得す
る。

 「マナー＆プロトコールの基礎知識」NPO法人日本マナー・プ
ロトコール協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 課題および確認試験のフィードバックとして、解説の時間を
設ける

《授業の到達目標》
・社会人として求められる能力を習得することにより、社会人
になるにあたっての意識の向上と基本的な心構えを持つことが
できる。ビジネスマナーや接遇の基本を理解し、体得すること
により、実務能力を実践的に使えるようになる。
・日本のしきたりを習得することにより、伝統文化と人間関係
の基礎を身につけることができる。
・マナープロトコール検定3級を受験し合格する。

《成績評価基準》
・社会人になるにあたっての意識の向上と基本的な心構えを持
つことができたか。
・ビジネスマナーや接遇の基本を理解し、体得することにより
、実務能力を実践的に使えるようになったか。
・日本のしきたりを習得することにより、伝統文化と人間関係
の基礎を身につけることができたか。《成績評価の方法》

筆記試験　40％　
課題　20％　　
授業の取組　40％
実技　％　レポート　％
その他（　　　）　％

《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
序章　マナーとは何か

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

2
第１章　マナーの歴史と
意味

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

3
第2章　国際人としてのプ
ロトコール

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

4
第3章　社会人に必要なマ
ナー

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

5
第3章　社会人に必要なマ
ナー

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

6
第4章　ビジネスシーンで
のマナー

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

7
第4章　ビジネスシーンで
のマナー

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

8
第4章　ビジネスシーンで
のマナー

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

9
第5章　食事のマナー
和食の作法

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：和食の作法を実践する（30分）

10
第5章　食事のマナー　西
洋料理

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：テーブルマナーのポイントを実践する（30分）

11
第8章・9章　「婚」・「
葬」のしきたり

予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）
復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

12
第7章「冠」のしきたり 予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）

復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

13
第10章「祭」のしきたり 予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）

復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

14
マナーの基礎の総まとめ 予習：指定されたテキストの箇所を熟読しておくこと（30分）

復習：授業での気づきをノートにまとめる（30分）

15
到達確認試験・まとめと
解説

予習：指定されたテキストの要点を整理しておくこと（30分）
復習：確認試験から自分自身の理解度の確認をすること（30分）



１ 年 後 期



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 法の適用

担当者氏名 （未定）

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　高い倫理観と優れた人格を備え、法律的かつ政治的なものの考え方ができる。

《授業の概要》 《教科書》

 日常生活で起こりうるトラブルについて、問題を分析し、そ
の解決方法を探る。
　学生の興味・要望については、柔軟に対応する。

 特に使用しない。
授業はすべて作成教材を使用するので、教材は各自整理し、フ
ァイリングすること。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 講評、解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
・社会における法的問題を的確に把握し、具体的で妥当な解決
方法を見出すことできる新たな視点を持つ。
・問題解決について、論理的に説明ができる。
・法の基本的な知識を学び、それらに対して自分の考えを述べ
ることができる。

《成績評価基準》
 授業及び模擬裁判への参加状況を重視する。（問いかけに対
するリアクション、ペアワーク・グループワーク・準備に能動
的に参加しているかなど）意見が正しい、正しくないではなく
、積極性を評価する。筆記試験も、自分なりの意見や感想が記
述できているかを評価の対象とする。

《成績評価の方法》
筆記試験４０％　
授業への取組３０％
模擬裁判への取組３０％

《参考図書》

 適宜紹介する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
法とは何か レジュメ、ノートの整理（1時間）

2
法の考え方 レジュメ、ノートの整理（1時間）

3
判例を学ぶ① レジュメ、ノートの整理（1時間）

4
判例を学ぶ② レジュメ、ノートの整理（1時間）

5
各論①（物とは） レジュメ、ノートの整理（1時間）

6
各論②（クーリングオフ
）

レジュメ、ノートの整理（1時間）

7
各論③（契約・労働法） レジュメ、ノートの整理（1時間）

8
各論④（基本的人権とプ
ライバシー権）

レジュメ、ノートの整理（1時間）

9
各論⑤（表現の自由と名
誉毀損）

レジュメ、ノートの整理（1時間）

10
各論⑥（名誉毀損罪・侮
辱罪）

レジュメ、ノートの整理（1時間）

11
各論⑦（裁判員制度、裁
判での考え方など

レジュメ、ノートの整理（1時間）

12
模擬裁判① レジュメ、ノートの整理（1時間）

13
模擬裁判② レジュメ、ノートの整理（1時間）

14
模擬裁判③ レジュメ、ノートの整理（1時間）

15
まとめ レジュメ、ノートの整理（1時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 パソコンⅡ

担当者氏名 川原口　久爾

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

1．表計算ソフト（MicrosoftExcel）の機能を把握し、基本的
な操作ができるようになる。
2．表計算ソフト（MicrosoftExcel）を使用して必要な資料等
を時間内に作成できるようになる。
3．日本情報処理検定協会主催の情報処理技能検定試験 表計算
の取得を目指す。

情報処理技能検定試験 表計算 模擬問題集（日本情報処理検定
協会）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
1．課題等を印刷もしくはメールにて提出をする。
2．採点をし返却をする。
3．返却後、出来ていない部分のやり直しをする。

《授業の到達目標》
1．表計算ソフト（MicrosoftExcel）で表作成、データ入力、
計算式や関数を使用した計算、グラフの作成、データベースの
利用まで、表計算ソフト（MicrosoftExcel）一連の操作を習得
できる。
2．日本情報処理検定協会主催の情報処理技能検定試験 表計算
において、各自の目標とする級を取得する。

《成績評価基準》
授業で提出した課題・実技試験（検定)の結果・内容と授業へ
の取り組む姿勢等から総合的に評価する。

《成績評価の方法》
実技試験（検定）50％
課題30％
その他（態度・取組等）20％

《参考図書》

日本情報処理検定協会ホームページ

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
Excel機能の説明・入力練
習

シラバスの確認・Excelについてインターネットで調べておく（30分）
キーボードを使用しての入力練習（10分）

2
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

3
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

4
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

5
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

6
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

7
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

8
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

9
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

10
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

11
表計算の問題の作成手順
と作成練習

模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）
授業内容の復習（30分）

12
実技試験（検定） 模擬問題集の解き方を読んでおく・検定対策（30分）

授業内容の復習（30分）

13
Excelの機能（データベー
ス)の説明（課題）

Excelの機能についてインターネットで調べておく（30分）
授業内容の復習（30分）

14
Excelの機能（テーブル等
）の説明（課題）

Excelの機能についてインターネットで調べておく（30分）
授業内容の復習（30分）

15
Excelの機能（条件書式等
）の説明（課題）

Excelの機能についてインターネットで調べておく（30分）
授業内容の復習（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 日本文化基礎演習

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

感性や芸術に対する好奇心を磨くことは、人生における精神的
豊かさに繫がります。この授業は 日本舞踊花柳流師範、三味
線今藤流名取、絵本のお話会を多数開催してきた講師による日
本文化を見て体験する総合的授業です。

適宜プリントを配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
レポートは2週間以内にコメントをつけて返却する。

《授業の到達目標》
日本の暮らし、文化を理解した上で、協調しコミュニケーショ
ンができるようになる。

《成績評価基準》
①対話と、ミニテストの結果から理解度を、実技の中からコミ
ュニケーション力を、評価する。
②各回の授業や課題プリント等において、積極的に意見や感想
を表すこと。

《成績評価の方法》
筆記試験　１０％　レポート　４０％
課題　％　実技　％　
授業の取組　５０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

「サービス接遇検定2級・3級」
「小原流いけばな　基礎花型教本」

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
日本文化を知ろう 「日本文化とは」検索し、読んでおく（30分）

本日の授業のおさらい（30分）

2
 絵本で知る日本の風習・
行事

好きな日本昔話を書きだし、物語の教訓は何かを考える。（30分）
本日の授業のおさらい（30分）

3
 浴衣を着て、和楽器と触
れ合う（着付け）

着付け（浴衣）の動画を見る（30分）
本日の授業のおさらい（30分）

4
着物を着て、 生け花に挑
戦（着付け）

着付け（着物）の動画を見る（30分）
本日の授業のおさらい（30分）

5
 美しい文字を書こう
ペン字・毛筆

「写経」、芭蕉の「奥の細道」について検索し、調べてください。（30分）
本日の授業のおさらい（30分）

6
エチュード「接客」
第一印象・言葉づかい

日本人の礼儀作法について検索し、読んでおく（30分）
本日の授業のおさらい（30分）

7
エチュード「接遇」
表情・姿勢・ルール

日本人のマナーについて検索し、読んでおく（30分）
本日の授業のおさらい（30分）

8
 日本文化ミニテスト ７回までのおさらい（30分）

9
日本の宗教・建築・博多
の祭り・文化工芸品

プリント該当部分を熟読し整理（30分）
作品や作家などについて調べ鑑賞（30分）

10
住吉神社参拝・楽水園お
抹茶体験

プリント該当部分を熟読し整理（30分）
神社・庭園　動画鑑賞（30分）

11
日本舞踊　「京の四季」 プリント該当部分を熟読し整理（30分）

日本舞踊　動画鑑賞（30分）

12
日本舞踊「黒田節」 プリント該当部分を熟読し整理（30分）

日本舞踊　動画鑑賞（30分）

13
和食文化 プリント該当部分を熟読し整理（30分）

本日の授業のおさらい（30分）

14
和食だしの取り方
調理実習

プリント該当部分を熟読し整理（30分）
本日の授業のおさらい（30分）

15
和食調理実習 プリント該当部分を熟読し整理（30分）

本日の授業のおさらい（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 総合演習Ⅱ

担当者氏名 今木　清志、黒瀬　菜々、宮谷　未知子、志田　華奈子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

○ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

進路ガイダンスや、学校全体のテーマ（学務課、学生支援部、
保健室等からの伝達、就職模擬テスト等）に対応する。
本学科は、対外イベントの開催、TV 局やラジオ番組からの取
材依頼、芸能事務所からの問い合わせが多いので、それらに学
科全体として対応しつつ、イベント準備・メディアからの情報
の周知を行う。一般企業への就職を目指す学生に対しては、タ
イピング検定合格を目指す中で、必要な知識を学ぶ。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 企画案および反省点のレポートに対し、講評の時間を設ける
。

《授業の到達目標》
本演習の目的は、第一にキャンパスライフを有意義に送るため
にに必要とされる基本的な知識や教養を身につけること、第二
にメディア業界で活躍するために必要とされるライブ配信サー
ビス「SHOWROOM」での配信に習熟し、また一般企業を目指す学
生に対し、タイピング技術を磨き資格取得につなげる。第三に
、個人面談や説明会などを通して進路情報に積極的に触れるこ
とで自身の進路について考えられるようになることである。

《成績評価基準》
 「SHOWROOM」は、グループを形成して配信し、各グループに
配信内容の企画案および反省点のレポー
トを提出させる。その内容および配信への取り組みを評価する
。また、その他の進路ガイダンスやイベン
ト企画・準備、検定対策の授業においては取り組みの姿勢を重
視する。《成績評価の方法》

レポート　３０％
授業の取組　７０％ 《参考図書》

「情報演習 B タイピング練習ワークブック」カットシステム

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
情況説明1 予習：学内の年間行事、制度等の確認（30分）

復習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）

2
情況説明2 予習：学内の年間行事、制度等の確認（30分）

復習：説明を受けた内容をメモし、見直す（30分）

3
適性検査（進路指導部・
第一スタジオ）

予習：適性検査のための自己分析を行う（30分）
復習：自分の適性にあう職業や進路を調べる（30分）

4
福浜祭準備1 予習：福浜祭で実施したい企画をまとめておく（30分）

復習：準備の進行状況をまとめる（30分）

5
福浜祭準備2 予習：福浜祭で実施したい企画をまとめておく（30分）

復習：準備の進行状況をまとめる（30分）

6
適性検査結果配布および
解説（進路指導部）

予習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）
復習：適性検査結果の見直しを行う（30分）

7
SHOWROOM配信／タイピン
グ検定説明および練習

予習：ライブ配信内容の企画案作成／タイピング基礎知識予習（30分）
復習：配信反省レポート／説明の見直し（30分）

8
SHOWROOM配信／タイピン
グ検定レベル設定＋演習

予習：ライブ配信内容の企画案作成／タイピング基礎知識予習（30分）
復習：配信反省レポート／タイピング練習（30分）

9
SHOWROOM配信／タイピン
グ検定演習

予習：ライブ配信内容の企画案作成／タイピング個人練習（30分）
復習：配信反省レポート／タイピング練習（30分）

10
SHOWROOM配信／タイピン
グ検定演習

予習：ライブ配信内容の企画案作成／タイピング個人練習（30分）
復習：配信反省レポート／タイピング練習（30分）

11
SHOWROOM配信／タイピン
グ検定演習

予習：ライブ配信内容の企画案作成／タイピング個人練習（30分）
復習：配信反省レポート／タイピング練習（30分）

12
SHOWROOM配信／タイピン
グ検定演習

予習：ライブ配信内容の企画案作成／タイピング個人練習（30分）
復習：配信反省レポート／タイピング練習（30分）

13
進路ガイダンス①外部講
師による業界説明等

予習：自身の卒業後の進路について情報収集を行う（30分）
復習：自分の適性にあう職業や進路を調べる（30分）

14
進路ガイダンス②外部講
師による業界説明等

予習：自身の卒業後の進路について情報収集を行う（30分）
復習：自分の適性にあう職業や進路を調べる（30分）

15
1年間の振り返り・各ゼミ
ナール紹介

予習：春期休暇の計画をたてる（30分）
復習：総合演習で1年間行った内容の振り返り（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 メディアと政治

担当者氏名 今木　清志

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　高い倫理観と優れた人格を備え、法律的かつ政治的なものの考え方ができる。

《授業の概要》 《教科書》

メディアと政治の間には密接な関わりがあり、私たちの生活の
あり方は、メディアと政治の両方に影響されている。主権者と
しての私たちは、メディアと政治の関わりについて知り、主体
的に対応していく必要がある。
この授業では、メディア業界で活動してきた教員がその実務経
験を活かし、メディアと政治に関連する様々な映像作品を用い
て、政治に対するメディアの役割や課題などについて論じる。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
⑴メディアと政治の関係の現状を説明できる
⑵メディアと政治の関係の課題を説明できる
⑶政治に対するメディアの役割とは何かを説明できる 《成績評価基準》

⑴メディアと政治の関係の現状について正確に説明できている
か評価する
⑵メディアと政治の関係の課題について正確に説明できている
か評価する
⑶政治に対するメディアの役割について正確に説明できている
か評価する《成績評価の方法》

授業の取組　50％
その他（リアクションペーパー・レポートなど）　50％ 《参考図書》

「アイドル力１・２｣（みらいパブリッシング刊）
「小説アイドル力｣（みらいパブリッシング刊）
「アイドル力講義｣（みらいパブリッシング刊）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
現代日本政治入門
吉田茂と戦後日本①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

2
現代日本政治入門
吉田茂と戦後日本②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

3
現代日本政治入門
吉田茂と戦後日本③

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

4
メディアとファシズム
ヒトラーの野望①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

5
メディアとファシズム
ヒトラーの野望②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

6
メディアとホロコースト
強制収容所の真実

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

7
メディアの世界大戦
チャップリンの戦い①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

8
メディアの世界大戦
チャップリンの戦い②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

9
メディアの世界大戦
チャップリンの戦い③

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

10
メディアと国際政治
イラク戦争の真相①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

11
メディアと国際政治
イラク戦争の真相②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

12
メディアと国際政治
イラク戦争の真相③

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

13
ネットメディアと政治
SNSが世界を変える①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

14
ネットメディアと政治
SNSが世界を変える②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

15
まとめ 予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 メディアと法

担当者氏名 井上　しづ恵

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　高い倫理観と優れた人格を備え、法律的かつ政治的なものの考え方ができる。

《授業の概要》 《教科書》

　一般企業や社会と異なるメディア業界の特殊性を考慮し、メ
ディア業界で生きていくための法的知識を学ぶ。
　できるだけ具体的なケースを使って理解を促す。
　学生の興味・要望については、柔軟に対応するが、学生の習
熟度を優先するため、授業の進度・内容等は変更する可能性が
ある。

 使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評、解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
　メディア業界において起こりうる問題について、法律の視点
から把握し、具体的で妥当な解決方法を見出すことできる新た
な視点を持つ。 《成績評価基準》

　授業への参加状況を重視する。
　ペアワーク・グループワークに能動的に参加し、自分なりの
意見を表明できるかどうかを評価の対象とする。
　なお、意見の内容は問わない。

《成績評価の方法》
筆記試験　４０％　
発表及び発表の振り返り　４０％
授業への取組　２０％

《参考図書》

適宜紹介する

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
表現の自由、報道の自由 レジュメ、ノートの整理（1時間）

2
表現の自由と対立するも
の

レジュメ、ノートの整理（1時間）

3
メディア業界におけるプ
ライバシー権・名誉毀損

レジュメ、ノートの整理（1時間）

4
肖像権① レジュメ、ノートの整理（1時間）

5
肖像権② レジュメ、ノートの整理（1時間）

6
著作権① レジュメ、ノートの整理（1時間）

7
著作権② レジュメ、ノートの整理（1時間）

8
商標権 レジュメ、ノートの整理（1時間）

9
意匠権 レジュメ、ノートの整理（1時間）

10
メディア業界の労働契約 レジュメ、ノートの整理（1時間）

11
発表準備① 発表の資料集め（１時間～）

12
発表準備② 発表の資料集め、PPT作成（１時間～）

13
発表準備③ PPT作成（１時間）

14
発表 発表の振り返り

15
まとめ レジュメ、ノートの整理（1時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 メディアと政治

担当者氏名 今木　清志

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　高い倫理観と優れた人格を備え、法律的かつ政治的なものの考え方ができる。

《授業の概要》 《教科書》

メディアと政治の間には密接な関わりがあり、私たちの生活の
あり方は、メディアと政治の両方に影響されている。主権者と
しての私たちは、メディアと政治の関わりについて知り、主体
的に対応していく必要がある。
この授業では、メディア業界で活動してきた教員がその実務経
験を活かし、メディアと政治に関連する様々な映像作品を用い
て、政治に対するメディアの役割や課題などについて論じる。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
⑴メディアと政治の関係の現状を説明できる
⑵メディアと政治の関係の課題を説明できる
⑶政治に対するメディアの役割とは何かを説明できる 《成績評価基準》

⑴メディアと政治の関係の現状について正確に説明できている
か評価する
⑵メディアと政治の関係の課題について正確に説明できている
か評価する
⑶政治に対するメディアの役割について正確に説明できている
か評価する《成績評価の方法》

授業の取組　50％
その他（リアクションペーパー・レポートなど）　50％ 《参考図書》

「アイドル力１・２｣（みらいパブリッシング刊）
「小説アイドル力｣（みらいパブリッシング刊）
「アイドル力講義｣（みらいパブリッシング刊）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
現代日本政治入門
吉田茂と戦後日本①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

2
現代日本政治入門
吉田茂と戦後日本②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

3
現代日本政治入門
吉田茂と戦後日本③

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

4
メディアとファシズム
ヒトラーの野望①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

5
メディアとファシズム
ヒトラーの野望②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

6
メディアとホロコースト
強制収容所の真実

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

7
メディアの世界大戦
チャップリンの戦い①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

8
メディアの世界大戦
チャップリンの戦い②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

9
メディアの世界大戦
チャップリンの戦い③

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

10
メディアと国際政治
イラク戦争の真相①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

11
メディアと国際政治
イラク戦争の真相②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

12
メディアと国際政治
イラク戦争の真相③

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

13
ネットメディアと政治
SNSが世界を変える①

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

14
ネットメディアと政治
SNSが世界を変える②

予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

15
まとめ 予習：テレビ・新聞の政治ニュースについて見解をまとめる（2時間） 

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 エスニシティ研究（ヨーロッパ）

担当者氏名 富永　真子

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

 毎回のテーマに沿い様々なエピソードを交え興味を持つこと
でヨーロッパの国々を身近に感じることができるよう進めて行
きます。テーマ毎にそれぞれ発表担当の国を決め、グループ討
議にて発表(プレゼン)し、自国との違いなど討議しつつ理解を
深めていく。

使用しない
必要に応じてプリント配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
テーマ毎にそれぞれ発表担当の国を決め、テーマごとに発表し
たプレゼン内容について、他学生の感想と共に授業内で評価ポ
イント(評価点数)を付与。

《授業の到達目標》
否応なく進む世界経済のグローバル化の中、IT の発達がさら
にそれ加速させています。言語の違いのみならず、それぞれの
国情が違う世界を知ることで国際人としての知識や態度を身に
つけることを目標とする。

《成績評価基準》
・グローバル化社会において、基礎知識（ここではヨーロッパ
に限定し）を身に着け、適応力・対応力を身につけることがで
きたか。
・グループ討議で、他に印象づけるプレゼンができたか。

《成績評価の方法》
筆記試験　30％　
レポート発表　70％ 《参考図書》

「ヨーロッパ46ヶ国の国民性」PHP 文集

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 コースの目標と内容の説
明

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

2
①世界の中のヨーロッパ
、地理と国々

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(1時間)
 予習：グループ討議用発表担当国について調べる(1時間)

3
・続き（レポート発表＋
グループ討議）

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

4
②意外と知らないヨーロ
ッパの小さな国々

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(1時間)
 予習：グループ討議用発表担当国について調べる(1時間)

5
・続き（レポート発表＋
グループ討議）

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

6
③ EU について  復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(1時間)

 予習：グループ討議用発表担当国について調べる(1時間)

7
・続き（レポート発表＋
グループ討議）

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

8
④国や地域ごとの性格（
ステレオタイプ）

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(1時間)
 予習：グループ討議用発表担当国について調べる(1時間)

9
・続き（レポート発表＋
グループ討議）

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

10
⑤食文化  復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(1時間)

 予習：グループ討議用発表担当国について調べる(1時間)

11
・続き（レポート発表＋
グループ討議）

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

12
⑥ヨーロッパの国々(有名
な物事)

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(1時間)
 予習：グループ討議用発表担当国について調べる(1時間)

13
・続き（レポート発表＋
グループ討議）

 復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

14
⑦英語でひとこと  復習：講義中に学んだことをノートにまとめる(2時間)

15
総括・筆記テスト 半期に学んだことを振り返る



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ホテル概論

担当者氏名 中牟田　登喜枝

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

 ホテルビジネスの基本を踏まえ、基礎的な知識を説明し、実
務内容を身につけれるよう実際の動画を使い実技をしながら学
習してゆく

 なし
プリント配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
提出課題については、授業内で例を示し解説をする

《授業の到達目標》
・ホテルビジネスの基本構造を理解する
・国内外のホテル産業の発達の歴史や変遷を知る

《成績評価基準》
試験100点満点
授業進度に合わせ授業内で課題・レポート数回提出、
授業内での実技評価もあり

《成績評価の方法》
筆記試験　50％　課題・レポート・実技　50％

《参考図書》

 現代ホテル産業概論　日本ホテルスクール発行

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 ホテルの定義  メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる　

（30分）

2
ホテルの種類と分類  メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる　　

（30分）

3
 ホテル産業の特徴  メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（

30分）

4
 ホテルの業務
ドアマン

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

5
 ホテルの業務
ベルパーソン

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

6
ホテルの業務
ベルパーソン

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

7
 ホテルの業務
ベルパーソン

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

8
 ホテルの業務
クローク

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

9
 ホテルの業務
ハウスキーピング

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

10
 ホテルの業務
コンシェルジュ

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

11
 ホテルの業務
インフォメーション

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

12
 ホテルの業務
リザベーション

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

13
 ホテルの業務
チェックイン/アウト

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

14
 ホテルの発祥、歴史と産
業の発達史

 メディア、インターネットを使い興味のあるホテルや学習したホテルを調べてみる（
30分）

15
 まとめ 半期を振り返り配布プリントなどで復習する



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 異文化コミュニケーション論Ⅰ

担当者氏名 黒瀬　菜々

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

○ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

日本はもとより世界各国で出自や文化背景の異なる人々との交
流が活発になっています。文化交流だけではなく、友人や隣人
として共生していくために、今までは意識していなかった「文
化」や「コミュニケーション」に目を向け、客観的な視点で物
事を理解し表現する力が必要です。意識していない「文化」を
考えるものさしとしての知識を得ることを目標とします。

 適宜プリントを配布する

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 コメントをつけて返却

《授業の到達目標》
1.普段の生活では気づいていない「文化」を意識化し、相対的
　に観察できるようになる。
2.異文化コミュニケーションに関する基本的知識を得て、実生
　活と関連付けられるようにする。
3.自文化の伝統や習慣、特徴などを他文化に属する他者に説明
　できるようにする。

《成績評価基準》
1.毎回配布する課題プリントを提出すること 
2.授業で得た知識を、実生活の中で関連付けられるか具体例を
　示して説明できていること
3.授業内でのグループワーク等で自らの文化や価値観について
　積極的に説明しようと努力していること

《成績評価の方法》
筆記試験　40％
課題　30％　
授業の取組　30％

《参考図書》

「異文化トレーニング―ボーダレス社会を生きる」八代京子他
著(三修社)
「異文化理解入門」原沢伊都夫著(研究社)

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
「文化」とは何か①

予習：シラバス熟読・理解(1時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

2
「文化」とは何か②
コミュニケーション

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

3
 非言語コミュニケーショ
ン①

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

4
非言語コミュニケーショ
ン②

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

5
 個人主義と集団主義 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

6
権力格差・不確実性回避
傾向

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

7
 コンテクストと文化 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

8
 自己開示と文化 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

9
 言語コミュニケーション
①

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

10
 言語コミュニケーション
②

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

11
 異文化適応とカルチャー
ショック

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

12
 ステレオタイプと差別 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

13
異文化間コンフリクト・
マネジメント

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

14
 異文化コミュニケーショ
ン・トレーニング

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

15
まとめ 予習：授業内容を整理し、理解しておく(4時間)

復習：解説を読み復習(2時間)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 言語コミュニケーション論Ⅱ

担当者氏名 黒瀬　菜々

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

この科目は留学生向けの授業です。授業では、社会とつながり
のある1つのテーマについて日本語の資料を理解し、個人やグ
ループで調べて発表やディスカッションを行います。そのよう
な活動を通して、日本語力だけではなく、コミュニケーション
力、思考力、問題解決力や協働力を身につけることを目標とし
ます。

 適宜プリントを配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 コメントをつけて返却

《授業の到達目標》
1．テーマについて理解しアウトプットするために、日本語の
語彙・表現だけではなく、日本語を使うためのスキルも学ぶ。
2．日本語での思考力、問題解決力やグループでの協働力、コ
ミュニケーション力を身につける。
3．社会とつながりをもったテーマについて学ぶことで、日本
社会についての理解を深める。

《成績評価基準》
日本語面だけではなく、テーマについて理解し、ディスカッシ
ョンや発表などを通じて積極的に自分の意見や理解した情報を
アウトプットしようとする姿勢を評価します。

《成績評価の方法》
授業への参加・取り組み　50％
レポート・授業プリントなどの提出物　50％ 《参考図書》

奥野由紀子（編著）・小林明子・佐藤礼子・元田静・渡部倫子
（著）『日本語×世界の課題を学ぶ 日本語でPEACE　Poverty 
中上級』凡人社

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
ユニット1　読解〜書く

復習：テーマについてさらに調べる・作文（1時間）

2
ユニット2
読解〜書く

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

3
ユニット3
話し合い〜資料集め

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

4
ユニット3
資料集め・発表

予習：発表の準備・練習（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

5
ユニット4
話し合い〜資料作成

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：資料作成(30分)

6
ユニット4
発表・話し合い

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

7
ユニット5
読解・話し合い

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

8
ユニット6
読解・発表準備

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

9
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

10
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

11
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

12
ユニット7
発表準備

復習：発表準備・練習（1時間)

13
ユニット8
発表

予習：発表準備・練習（1時間）

14
ユニット9
話し合い

予習：テーマについて調べておく（30分）
復習：語彙・表現の復習(30分)

15
ユニット10
レポート作成

復習：レポートを完成させる（1時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 アナウンスメントⅡ

担当者氏名 金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

リポートやナレーション経験のある教員が、人前で話したり、
原稿を読むに当たっての表現方法について、その実務経験を活
かし、滑舌や発声といった基本を大切にしながらも様々なパタ
ーンのアナウンスの原稿を用いた実践的授業を行う。

 使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 希望があれば解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
滑舌よくしゃべることはもちろん、自分がどう映っているか「
映像」を考えながら、その場に応じた適切な言葉を用いて発言
することができるようになる。
文章の意味が、どのような言い回しや表現にすれば伝わるかと
工夫できるようになる。

《成績評価基準》
授業で習った発声方法、滑舌、言葉遣いをどのくらい習得でき
ているか、見ている人に伝わるように、話すスピードや内容の
構成方法に工夫があるか、実技試験で判断する。
また、毎回の授業で、指摘された改善点を習得しようとしてい
るか、授業へ取り組む姿勢を評価する。

《成績評価の方法》
実技　40％　授業の取組　60％

《参考図書》

 適宜紹介する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 発声・滑舌 発声練習(30分)

苦手な言葉を練習する(30分)

2
 発声・滑舌 発声練習(30分)

口の動きを意識して文を読む(30分)

3
 ナレーション 発声練習(30分)

ナレーションを意識してテレビを見る(30分)

4
 ナレーション 発声練習(30分)

ナレーションを意識してテレビを見る(30分)

5
 ナレーション 発声練習(30分)

授業で行ったナレーションの復習(30分)

6
 フリートーク 発声練習(30分)

印象に残った出来事を書き出す(30分)

7
 フリートーク 発声練習(30分)

印象に残った出来事を書き出す(30分)

8
 自己 PRの考え方 発声練習(30分)

長所と短所を書く(30分)

9
 自己 PR(実践) 発声練習(30分)

自分が興味があるものを書き出す(30分)

10
 自己 PR(実践) 発声練習(30分)

自己PRの改善点を書く(30分)

11
リポート 発声練習(30分)

テレビのリポートを見る(30分)

12
 リポート 発声練習(30分)

自分の家をリポートしてみる(30分)

13
 インタビュー 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

14
 インタビュー 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

15
 まとめ  発声練習(30分)

できるようになったこと、克服したいことを書く(30分)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 演劇表現基礎演習Ⅱ

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 発声　即興劇　エチュード　脚本を読む、創る
朗読　アナウンス　演じる

 プリントを配布する。
「話術上達のための基礎的訓練」

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 講評や、解説の時間を設ける。
ワーク課題はコメントをつけて返却。

《授業の到達目標》
 想像力、集中力を高め、肉体を使って演技、表現できるよう
になる。

《成績評価基準》
 「50音の歌」暗記朗読テスト

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　１０％　実技　７０％　
授業の取組　２０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜紹介する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
発声　観劇　宝塚音楽学
校「ブスの25か条」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

2
発声　即興劇「笑わせる
」バランス感覚

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

3
発声　きめ台詞　音楽を
聴きながら

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

4
発声　詩の朗読   教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）

本日の授業のおさらい（30分）

5
発声　短編作品の朗読、
演技

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

6
発声　絵本の朗読
「いのちをいただく」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

7
発声　絵本の朗読
「いのちをいただく」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

8
発声　脚本を読む
「あらしのよるに」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

9
発声　脚本を読む
「あらしのよるに」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

10
発声　演じる
「鶴の恩返し」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

11
 発声　演じる
「鶴の恩返し」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

12
 発声　演じる「心をぬら
す雨のように」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

13
 発声　演じる「心をぬら
す雨のように」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

14
 発声　演じる「心をぬら
す雨のように」

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

15
 「50音の歌」暗記朗読テ
スト

  教材「話術上達のための基礎的訓練」を読む。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ボーカル（声楽）Ⅱ

担当者氏名 林　麻耶

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 ソプラノ歌手である教員が、より良く歌えるような発声方法
、歌を通しての表現方法、読譜力などの音楽の基本的な部分を
教えます。
最終回には、１・２年生合同の公開発表会を行い、人前で歌え
るように作品を仕上げていきます。

 コーラス・トレーニング２
（２年間使用します）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 試験は全て実技です。
動画撮影を行い、振り返って感想を述べあうと共に、今後の課
題を確認します。

《授業の到達目標》
 歌を通して、様々な時代の様式、作曲家による作品の魅力を
知り、合唱やミュージカルのアンサンブル作品に取り組むこと
により、仲間と音楽を作りあげることの楽しさや難しさを感じ
ていくことを目標とします。

《成績評価基準》
 到達目標に基づき、平常の授業への取り組みと、積極的な姿
勢を総合的に評価します。

《成績評価の方法》
実技　60％
授業の取組　40％ 《参考図書》

 授業時にプリントを配布します。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
３部合唱① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

2
３部合唱② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

3
３部合唱③ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

4
３部合唱④ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

5
ミュージカル① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

6
ミュージカル② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

7
ミュージカル③ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

8
ミュージカル④ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

9
ミュージカル⑤ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

10
ミュージカル⑥ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

11
ミュージカル⑦ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

12
ミュージカル⑧ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

13
ミュージカル⑨ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

14
発表会リハーサル
仕上げ

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

15
公開発表会
まとめ

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 洋舞特演Ⅰ－Ｂ

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

ダンスインストラクターやアーティストバックダンサーの実務
経験を持つ教員が、身体表現の幅を広げステージで表現するた
めの実践的授業を行う。また、踊るために必要な身体づくりの
ためのトレーニング指導を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技試験のビデオ撮影を行い、今後の課題や改善点を一人ずつ
フィードバックする時間を設ける。

《授業の到達目標》
洋舞特演Ⅰ‐Ａで習得した動きから、さらに発展させていく。
ステージパフォーマンスの基本となる JAZZダンスの基礎的な
動きを一通り経験し、身体の使い方を覚える。はじめは思い通
りに身体か動かないかもしれないが、まずは自身の身体と向き
合いコントロールしようとする姿勢を身につける。

《成績評価基準》
授業で習った様々なステップや振付をどれくらい習得できてい
るか実技試験で判断する。毎回の授業で集中し自身の身体をコ
ントロールしようと努めているかどうか、その取り組みの姿勢
を評価する。

《成績評価の方法》
実技　３０％　
授業の取組　７０％ 《参考図書》

「ダンス解剖学」
ジャッキ・グリーン・ハース著
武田淳也 監訳

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
前期の振り返り 予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）

復習：授業で習った内容を復習する（30分）

2
基本的な動き1（プリエの
復習）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

3
基本的な動き2（タンジュ
、ジュッテ）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

4
基本的な動き3（ロン・ド
・ジャン）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

5
基本的な動き4（フォンデ
ュ、デヴェロッペ）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

6
基本的な動き5（アラベス
ク）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

7
基本的な動き6（バットマ
ン）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

8
基本的な動き7（シェネ・
ターン）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

9
基本的な動き8（クロスフ
ロア）

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

10
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション1

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

11
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション2

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

12
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション3

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

13
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション4

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動作を復習する（30分）

14
実技テスト・ビデオ撮影 予習：テストに向けてこれまでのレッスンの復習する（30分）

復習：テストの内容を復習する（30分）

15
フィードバック・まとめ 予習：テストに向けてこれまでのレッスンの復習する（30分）

復習：テストの内容を復習する（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 アフレコⅠ

担当者氏名 小鶴　史江

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

マイクに慣れる。 
『声だけで表現する演技』の実技を行う。
アニメ、外国映画のみではなく、朗読劇やCM、ドキュメンタリ
ー、ゲーム、ナレーションなど様々な表現方法を体験し、実際
の現場を目標にして、経験値を高めていく。

こちらで用意する台本等

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技に対し、録音での振り返り、口頭にて指導を行う。

《授業の到達目標》
・マイク前でも、個性や感情を自由に表現できる。
・豊かな感情表現を行える。
・キャラクター毎に求められる型をイメージ、表現できる。
・目標に対し、どういうアプローチをするべきか考え、説明す
ることができる。
・他者の演出プランに対し、柔軟に対応することができる。
・積極的に表現できる。

《成績評価基準》
・台本から推測される感情、感覚を読み取り、他者に説明でき
るか。
・演出プランを作り、プラン通りに表現できるか。
・表現する事を楽しめているか。
・今回の自己表現を振り返り、次回の目標点を定められるか。

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　15％　実技　45％　
授業の取組　30％
その他（　成長率（見込）　　）　10％

《参考図書》

・NHK 日本語発音アクセント新辞典

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
・オリエンテーション
・ゲーム台詞

予習：自分の魅力はどこか、なりたい自分の将来像について考えておく。（１０分）
復習：台本を意識せず、気持ちのままで台詞を言う。（１０分）

2
台詞 予習：会話で盛り上がるシーンを探し、しゃべり方をチェックする。

復讐：自分の台詞を盛り下げないよう注意しつつ喋り、録音し、聞き返す。

3
ナレーション 予習：放送されている番組ナレを聞き、聞かせたいフレーズを聞きとる。（１５分）

復習：課題を別バージョンでやり直してみる。（１５分以上）

4
アテレコ（アニメ又は外
国映画）①

予習：多くの人との会話をし、喜怒哀楽時の声を考える。（３０分以上）
復習：台本台詞を自分の言葉に置き換えて声に出して喋ってみる。（４０分）

5
アテレコ（アニメ又は外
国映画）②

予習：会話が『かみあっている』事を意識する。（３０分）
復習：課題を見直し、ちがう表現ができないか試してみる。（２０分）

6
アニメPV（キャラナレ） 予習：アニメPVを見、表現の仕方を意識して鑑賞し直す。（３０分）

復習：課題を違う演出で表現する。（３０分以上）

7
漫画動画 予習：朗読・ナレーション作品との違いを意識する。（２０分）

復習：台本を見直し、声に出して演じる。（３０分以上）

8
アテレコ（アニメ又は外
国映画）①

予習：外画を観、表現方法や演出を意識する。（２０分）
復習：台本を見直し、声に出して演じる。（３０分以上）

9
アテレコ（アニメ又は外
国映画）②

予習：外画を観、表現方法や演出を意識する。（２０分）
復習：台本を見直し、声に出して演じる。（３０分以上）

10
ドキュメンタリー（ボイ
スオーバー）

予習：ドキュメンタリー作品をいくつか視聴しておく。（３０分）
復習：課題をやり直してみる。（１５分以上）

11
ＣＭナレーション 予習：様々なＣＭ作品のナレーションを聞き、演出を考える。（１５分）

復習：今回の課題をしゃべり直してみる。（３０分）

12
ゲーム動画 予習：ゲーム内のドラマ部分の作り方を確認しておく。（３０分）

復習：ゲームとアニメ（アテレコ）でどう変わったか確認しておく。（３０分）

13
半期の成果の発表と確認 予習：今までの課題を復習しておく。（３０分）

復習：今までの課題を『語り』直してみる。（３０分）

14
作品制作（１） 予習：今までの課題を振り返り、自分に向いている作品を見直す。（１５分）

復習：今回の課題をしゃべり直してみる。（３０分）

15
作品制作（２） 予習：自分の魅力を確認し、前回の課題を見直す。（３０分）

復習：今回の課題を再度演出し、読み直してみる。（３０分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ラジオ番組制作演習Ⅰ

担当者氏名 金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

ラジオ番組で、自分で取材先を見つけ原稿を書き、リポートを
行っていた教員が、ラジオでの話し方からトーク内容の構成ま
で、その実務経験を活かし、相手と円滑にコミュニケーション
を取り、自分が伝えたいことを明確に表現することができるた
めの実践的授業を行う。また、しゃべる際に適した発声方法を
指導する。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 希望があれば解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
声だけで表現する「ラジオ」において、見えないものを想像で
きるように、適切な言葉で表現できるようになる。現場の状況
に応じた言葉遣い、声色で表現ができるようになる。
ラジオ番組はどのような構成で作られているのか、どのような
テンポで話すのか自主的に聞いて研究し、自分なりのラジオ原
稿を作って応用できるようになる。

《成績評価基準》
授業で習った発声方法をどのくらい習得できているか、滑舌良
く話せるか実技試験で判断する。
毎回の授業で、ラジオで、見えないものを表現豊かに伝えるた
めの言葉を覚え、選ぼうと努めているかどうか、その取り組み
の姿勢を評価する。

《成績評価の方法》
実技　40％　授業の取組　60％

《参考図書》

適宜紹介する

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
発声 ラジオを聴く(30分)

ラジオ番組の構成を復習する(30分)

2
発声、ラジオのQシートの
見方

発声練習(30分)
聞いたことのないラジオ番組を聴く(30分)

3
ラジオCMのやり方 発声練習(30分)

ラジオを聴く(30分)

4
ラジオCM 原稿読み(実践) 発声練習(30分)

読み方の改善点をノートに書く(30分)

5
フリートークのやり方 発声練習(30分)

ラジオを聴く(30分)

6
フリートーク(録音&聞く) 発声練習(30分)

ラジオのフリートークを聴く(30分)

7
フリートーク(録音&聞く) 発声練習(30分)

ラジオを聴く(30分)

8
ラジオでの描写方法 ラジオを聴いて描写方 法を研究する(30分)

家にあるものを描写 する(30分)

9
ラジオ番組での描写 (実
践)

発声練習(30分)
ラジオを聴く(30分)

10
ラジオ番組を構成する 発声練習(30分)

ラジオを聴く(30分)

11
ラジオ番組を構成する 発声練習(30分)

ラジオを聴く(30分)

12
ラジオ番組を構成する 発声練習(30分)

ラジオを聴く(30分)

13
ラジオリポートのやり方 発声練習(30分)

自分のリポートの改善点をやり直す(30分)

14
ラジオリポート(実践) 発声練習(30分)

自分のリポートの改善点をやり直す(30分)

15
まとめ 発声練習(30分)

今後の目標や改善点をノート に書く(30分)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 オーディション対策Ⅰ

担当者氏名 川野　聡子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

プロモデルレッスンコーチがモデルの経験を生かし、芸能界で
行われる様々なオーディションに対応できるよう、オーディシ
ョンの内容や役柄に合わせ、自己 PR、話し方から実技までを
実施します。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
試験のフィードバックとして、講評や解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
・オーディションの内容、対策を考えられるようになる
・内容に合わせ、自己 PR がスムーズに出来る様になる
・自己プロデュース能力を高めることができる
・表情・表現力を高めることができるようになる

《成績評価基準》
実技試験の結果により評価する

《成績評価の方法》
筆記試験　　　　％　レポート　　　　％
課題　　　　　　％　実技　　　　80　％
授業の取組　20　％　その他（　　　　　　）　　　％

《参考図書》

使用しない

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オーディション基礎①
自己紹介

予習：自己紹介文の作成（30分）
復習：自己紹介文の修正（30分）

2
オーディション基礎②
自己紹介・自己PR作成

予習：自己紹介の練習（30分）
復習：自己PRの見直し（30分）

3
オーディション基礎③自
己紹介･PR･質疑応答

予習：自己紹介と自己 PRの練習（30分）
復習：笑顔の練習（30分）

4
オーディション基礎④表
情トレーニングと表現

予習：表情トレーニング（30分）
復習：笑顔の練習（30分）

5
オーディション基礎⑤
撮影ポーズ

予習：姿勢、表情の見直し（30分）
復習：表情の練習（30分）

6
オーディション基礎⑥
撮影ポーズ

予習：ポーズ練習（30分）
復習：ポーズの練習（30分）

7
オーディション基礎⑦
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

8
オーディション基礎⑧
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

9
オーディション基礎⑨
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

10
オーディション基礎⑩
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

11
オーディション基礎⑪
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

12
オーディション基礎⑫
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

13
オーディション基礎⑬
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

14
オーディション基礎⑭
総合

予習：表情・ポージングの練習（30分）
復習：表情・ポージングの練習（30分）

15
まとめ 予習：自己 PR の練習（30分）

復習：総体的な見直し（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 キャリア研究Ⅰ

担当者氏名 原田　愛子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 1年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

自己理解、仕事理解を深め、進路や夢実現に向けてのキャリア
プランを設定する。

プリントを配布します

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題ごとに個別にコメントを伝え、随時フィードバックを行う

《授業の到達目標》
自分のキャリアプランを考え、進路や夢の実現のためにどう取
り組むかを学び、自分をアピールできるようになることを目標
とする。
①自己分析を行い、自分のキャリアプランを設定する
②仕事理解を深め、自分の理想とする働き方を明確にする
③キャリアプランに沿った目標を設定する
④自己PR、志望動機など相手にきちんと伝えることができる

《成績評価基準》
授業に取り組む姿勢と、課題、実技により授業目標①～④の到
達度を評価する。

《成績評価の方法》
授業の取組50％　課題30％　実技20％

《参考図書》

適宜紹介します

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 自己分析①
個別面談

予習：これまでの自分を振り返る(2時間)
復習：課題に取り組み自己理解を深める(2時間)

2
 自己分析②
個別面談

予習：課題に取り組み自己理解を深める(2時間)
復習：講義内容を振り返り自己理解を深める(2時間)

3
 仕事理解①
個別面談

予習：課題に取り組み仕事について考えておく(2時間) 
復習：講義内容を振り返り仕事理解を深める(2時間)

4
 仕事理解②
個別面談

予習：課題に取り組み自分の働き方について考える(2時間)
復習：講義内容を振り返り理想の働き方を考える(2時間)

5
 キャリアデザイン①
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

6
 キャリアデザイン②
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

7
 キャリアデザイン③
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

8
 キャリアデザイン④
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

9
 目標設定①
個別面談

予習：夢実現に向けての目標を考える(2時間)
復習：講義内容を振り返り目標を設定する(2時間)

10
 目標設定②
個別面談

予習：目標達成に向けてすべきことを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返り自分がすべきことを考える(2時間)

11
 自己PRを考える
個別面談

予習：自分の長所、短所、成功体験、失敗体験を書き出す(2時間)
復習：講義内容を振り返り自己PRをまとめる(2時間)

12
 長所短所を考える
個別面談

予習：自分の長所短所を考える(2時間)
復習：講義を内容を振り返り長所、短所をまとめる(2時間)

13
 面接対策①
個別面談

予習：自己PR、長所短所が伝えられるよう練習しておく(2時間)
復習：講義内容を振り返り自分について相手に伝えらえるようまとめる(2時間)

14
 面接対策②
個別面談

予習：面接の練習をする(2時間) 
復習：講義内容をふりかえり面接の練習をする(2時間)

15
 まとめ 予習：講義内容を振り返りキャリアプランを再確認する(2時間)

復習：夢実現に向けてすべきことを実践していく(2時間)



１ 年 通 年



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 イベント研修Ⅰ

担当者氏名 今木　清志、徳永　玲子、黒瀬　菜々、宮谷　未知子、金子　朋未、志田　華奈子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

本学科は対外ライブを年3回程度開催、対外発表会を年1回開催
し、アイドルユニット・声優ユニット・演劇ユニット・シンガ
ーユニット・制作チームそれぞれの学生達が自力で対外的イベ
ントを構成・展開しうる水準を目指すために、テレビドラマの
制作現場でプロデューサーとしての実務経験を持つ教員等が指
導する。

アイドル力（みらいパブリッシング）
アイドル力２（みらいパブリッシング）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 イベント終了後、学生同士でディスカッションをする場を設
け、総合的なフィードバックを行う。

《授業の到達目標》
本学科はあくまで「デビューの名に値するデビューを目指す」
学科である。対外的イベントを展開しうるだけの基礎的資質を
有した学生に対して、ジャンル別の特訓を課し、学科主催のイ
ベントという総合的なエンターテイメントショーを構成できる
水準にまで上昇せしめることを目的とする。

《成績評価基準》
 各グループがいかなる自主的訓練を積み重ねたか、観客にい
かなる感動を与えたかの2点に於いて評価する。

《成績評価の方法》
授業の取組　100％

《参考図書》

必要に応じて授業中に指示する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス（年間計画） 予習：学内の年間行事、制度等を確認すること（30分）

復習：説明内容メモ見直し（30分）

2
イベント企画１ 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

3
イベント企画２ 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

4
イベント練習１ 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

5
イベント練習２ 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

6
 イベント出演 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：本番の反省（30分）

7
 出演イベントに関する振
り返り

予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

8
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成１

予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

9
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成２

予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

10
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成３

予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

11
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習１

予習：ライブ配信内容の企画内容の見直し（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

12
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習２

予習：ライブ配信内容の企画内容の見直し（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

13
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習３

予習：ライブ配信内容の企画内容の見直し（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

14
「SHOWROOM」学科配信の
実施４

予習：ライブ配信内容の企画内容の見直し（30分）
復習：配信ライブ本番に対する反省（30分）

15
 1年間の振り返り・後期
イベントの企画提案

予習：前期実施したイベントの振り返り（30分）
復習：後期イベントへの企画を検討する（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 イベント研修Ⅰ

担当者氏名 今木　清志、徳永　玲子、黒瀬　菜々、宮谷　未知子、金子　朋未、志田　華奈子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

本学科は対外ライブを年3回程度開催、対外発表会を年1回開催
し、アイドルユニット・声優ユニット・演劇ユニット・シンガ
ーユニット・制作チームそれぞれの学生達が自力で対外的イベ
ントを構成・展開しうる水準を目指すために、テレビドラマの
制作現場でプロデューサーとしての実務経験を持つ教員等が指
導する。

アイドル力（みらいパブリッシング）
アイドル力２（みらいパブリッシング）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
イベント終了後、学生同士でディスカッションをする場を設け
、総合的なフィードバックを行う。

《授業の到達目標》
本学科はあくまで「デビューの名に値するデビューを目指す」
学科である。対外的イベントを展開しうるだけの基礎的資質を
有した学生に対して、ジャンル別の特訓を課し、学科主催のイ
ベントという総合的なエンターテイメントショーを構成できる
水準にまで上昇せしめることを目的とする。

《成績評価基準》
 各グループがいかなる自主的訓練を積み重ねたか、観客にい
かなる感動を与えたかの2点に於いて評価する。

《成績評価の方法》
授業の取組　100％

《参考図書》

必要に応じて授業中に指示する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス（後期のイベ
ント実施計画）

予習：学内の年間行事、制度等を確認すること（30分）
復習：説明内容メモ見直し（30分）

2
イベント企画 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

3
イベント練習１ 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

4
イベント練習２ 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

5
イベント出演 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

6
 出演イベントに関する振
り返り

予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：本番の反省（30分）

7
卒業公演に向けた企画・
構成１

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

8
卒業公演に向けた企画・
構成２

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

9
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成１

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

10
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成２

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

11
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習１

予習：ライブ配信内容の企画内容の見直し（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

12
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習２

予習：ライブ配信内容の練習の進捗を確認（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

13
「SHOWROOM」学科配信本
番実施

予習：ライブ配信内容の練習の進捗を確認（30分）
復習：ライブ配信内容の反省点をまとめる（30分）

14
卒業公演に向けた練習１ 予習：卒業公演の各シーンにおける練習の進捗を確認（30分）

復習：卒業公演に関する練習内容の見直し（30分）

15
卒業公演に向けた練習２ 予習：卒業公演の各シーンにおける練習の進捗を確認（30分）

復習：卒業公演に関する練習内容の見直し（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 映像制作演習

担当者氏名 宮谷　未知子、金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

メディアの制作現場での実務経験を持つ教員が、その経験を活
かし映像制作の企画から演出、撮影や編集の方法を指導する。
チームごとにテーマを設定し、テーマに沿った映像作品の制作
を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
発表した映像作品に対し、講評の時間を設けます。

《授業の到達目標》
学生全員が、映像の企画・演出・出演・撮影・編集に総合的に
かかわる事によって、演技者の立場からの景色だけでなく制作
全体の立場からの景色を見る能力の質を獲得する。 《成績評価基準》

チームでの映像制作となるため、それぞれの役割を果たし、チ
ームの映像制作に貢献しているかどうかで判断する。

《成績評価の方法》
課題　３０％　　
授業の取組　７０％ 《参考図書》

「映像演出の教科書」
著書：藍河 兼一
出版：玄光社 MOOK

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション 予習：映像表現に関する本を自由選んで読んでおくこと（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

2
グループ分け、企画全体
会議

予習：映像表現に関する本を自由選んで読んでおくこと（30分）
復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

3
映像テーマごとの計画1 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

4
映像テーマごとの計画2 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

5
絵コンテ制作1 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

6
絵コンテ制作2 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

7
撮影1 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

8
撮影2 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

9
撮影3 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

10
撮影4 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

11
編集1 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

12
編集2 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

13
編集3 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

14
編集4 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

15
グループごとの作品相互
鑑賞会および講評

予習：鑑賞会のプレゼンテーションの準備をする（30分）
復習：各グループの作品を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 映像制作演習

担当者氏名 宮谷　未知子、金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

メディアの制作現場での実務経験を持つ教員が、その経験を活
かし映像制作の企画から演出、撮影や編集の方法を指導する。
チームごとにテーマを設定し、テーマに沿った映像作品の制作
を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
発表した映像作品に対し、講評の時間を設けます。

《授業の到達目標》
学生全員が、映像の企画・演出・出演・撮影・編集に総合的に
かかわる事によって、演技者の立場からの景色だけでなく制作
全体の立場からの景色を見る能力の質を獲得する。 《成績評価基準》

チームでの映像制作となるため、それぞれの役割を果たし、チ
ームの映像制作に貢献しているかどうかで判断する。

《成績評価の方法》
課題　３０％　実技　
授業の取組　７０％ 《参考図書》

「映像演出の教科書」
著書：藍河 兼一
出版：玄光社 MOOK

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション 予習：映像表現に関する本を自由選んで読んでおくこと（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

2
グループ分け、企画全体
会議

予習：映像表現に関する本を自由選んで読んでおくこと（30分）
復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

3
映像テーマごとの計画1 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

4
映像テーマごとの計画2 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

5
絵コンテ制作1 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

6
絵コンテ制作2 予習：取り組みたいテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：自分の映像に必要な材料を集める（30分）

7
撮影1 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

8
撮影2 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

9
撮影3 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

10
撮影4 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：撮影した動画を見て足りない部分を検討する（30分）

11
編集1 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

12
編集2 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

13
編集3 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

14
編集4 予習：自分のグループのテーマに近い映像作品を鑑賞する（30分）

復習：編集した内容を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）

15
グループごとの作品相互
鑑賞会および講評

予習：鑑賞会の際のプレゼンテーションの準備する（30分）
復習：各グループの作品を見て、より分かりやすくするための研究をする（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 プロジェクト・プランニング

担当者氏名 宮谷　未知子、金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

この授業では「パーソナルポートフォリオで進路成功」プロジ
ェクトを企画して実施していく。前期は「プロジェクト学習」
の基本と手法を理解しながら、自己分析と業界研究を行い、目
指している進路のためのやるべきことを企画し、実際にやって
記録する。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 課題は授業の時間内もしくは次の授業でフィードバックする

《授業の到達目標》
学生が在学中に自分を見つめ、自分の意志で進路を考えるため
に、パーソナルポートフォリオを作り、面接などで自分の良さ
や自分の体験を、自分の言葉で伝えられるようになる。 《成績評価基準》

ワークシート作成
企画の発表

《成績評価の方法》
課題　50％　
授業の取組　50％ 《参考図書》

 「未来教育ポートフォリオでプロジェクト学習 (1) パーソナ
ルポートフォリオ 自分は地球にひとり!」鈴木敏恵　（学研プ
ラス）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
「プロジェクト学習」の
基本

予習内容（30分）：将来・夢を説明する
復習内容（30分）：なぜそうしたいか

2
「パーソナルポートフォ
リオで進路成功」とは

予習内容（30分）：自己分析
復習内容（30分）：自己分析

3
業界研究①「専門家の話
を聞く」

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

4
ディスカッション・記録
①

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

5
業界研究②「現場で活躍
中の方の話を聞く」

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

6
ディスカッション・記録
②

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

7
業界研究③「関連ニュー
ス取集」

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

8
ディスカッション・記録
③

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

9
業界研究④「先輩の話を
聞く」

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

10
ディスカッション・記録
④

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

11
業界研究⑤「同級生の話
を聞く」

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

12
ディスカッション・記録
⑤

予習内容（30分）：業界について調べる
復習内容（30分）：自分との関連を考える

13
プロジェクト中間まもめ
①

予習内容（30分）：資料を集める
復習内容（30分）：資料を見直す

14
プロジェクト中間まもめ
②

予習内容（30分）：資料を集める
復習内容（30分）：資料を見直す

15
プロジェクト中間報告・
提出

予習内容（30分）：報告の準備
復習内容（30分）：フィードバックの確認



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 プロジェクト・プランニング

担当者氏名 宮谷　未知子、金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 1年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

この授業では「パーソナルポートフォリオで進路成功」プロジ
ェクトを企画して実施していく。後期は前期企画した内容を実
施しながら、パーソナルポートフォリオを作成する。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 課題は授業の時間内もしくは次の授業でフィードバックする

《授業の到達目標》
学生が、在学中に自分を見つめ、自分の意志で進路を考えるた
めに、パーソナルポートフォリオを作り、面接などで自分の良
さや自分の体験を、自分の言葉で伝えられるようになる。 《成績評価基準》

ポートフォリオ作成

《成績評価の方法》
課題　50％　　
授業の取組　50％ 《参考図書》

「未来教育ポートフォリオでプロジェクト学習 (1) パーソナ
ルポートフォリオ 自分は地球にひとり」　鈴木敏恵著（学研
プラス）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ポートフォリオ作成につ
いて

予習内容（30分）：資料を集める
復習内容（30分）：資料整理

2
就職活動について① 予習内容（30分）：就職活動について調べる

復習内容（30分）：就職活動を準備する

3
ポートフォリオ作成① 予習内容（30分）：資料を集める

復習内容（30分）：資料整理

4
就職活動について② 予習内容（30分）：就職活動について調べる

復習内容（30分）：就職活動を準備する

5
ポートフォリオ作成② 予習内容（30分）：資料を集める

復習内容（30分）：資料整理

6
活動報告・成長確認① 予習内容（30分）：活動の資料を集める

復習内容（30分）：問題解決

7
ポートフォリオ作成③ 予習内容（30分）：資料を集める

復習内容（30分）：資料整理

8
 活動報告・成長確認② 予習内容（30分）：活動の資料を集める

復習内容（30分）：問題解決

9
 ポートフォリオ作成④ 予習内容（30分）：資料を集める

復習内容（30分）：資料整理

10
 活動報告・成長確認③ 予習内容（30分）：活動の資料を集める

復習内容（30分）：問題解決

11
ポートフォリオ作成⑤ 予習内容（30分）：資料を集める

復習内容（30分）：資料整理

12
 活動報告・成長確認④ 予習内容（30分）：活動の資料を集める

復習内容（30分）：問題解決

13
 ポートフォリオ作成⑥ 予習内容（30分）：資料を集める

復習内容（30分）：資料整理

14
プレゼンテーション 予習内容（30分）：ポートフォリオ整理

復習内容（30分）：成長シート作成

15
ポートフォリオ工夫 予習内容（30分）：ポートフォリオ整理

復習内容（30分）：ポートフォリオ工夫



２ 年 前 期



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 日本国憲法

担当者氏名 村上　悠

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 高い倫理観と優れた人格を備え、法律的かつ政治的なものの考え方が出来ること。

○ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

○ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

本授業では、憲法における人権論を中心に、具体的な事例を取
り上げながら解説し、教育者として必要な人権の内容について
学びます。
また、憲法改正をめぐる議論が活発化しているため、その動向
についても紹介していきます。

プリントを配布します

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題については解説の時間を設けます

《授業の到達目標》
①日本国憲法に関する基本的な知識や考え方を修得すること
②修得した知識や考え方に基づいて、憲法の保障する人権につ
いて、倫理的、多角的に考えることができるようになること 《成績評価基準》

成績は、日本国憲法の基礎的な知識や考え方を修得できている
か、また、修得した知識を基に憲法の保障する人権についての
論理的・多角的思考ができているかについて評価を行います。

《成績評価の方法》
筆記試験（80％）及び、普段の授業への取り組み（20％）から
評価します。 《参考図書》

初宿正典ほか編著『目で見る憲法　第5版』有斐閣、2018年。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス 憲法に関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

2
憲法とは何か 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

3
民主主義における憲法 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

4
人権の享有主体 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

5
象徴天皇 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

6
日本国憲法の三大原理・
選挙制度

講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）
配布プリントの整理・再読（1時間）

7
法の下の平等 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

8
幸福追求権、自己決定権 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

9
人権の分類 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

10
思想良心の自由、表現の
自由、信教の自由

講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）
配布プリントの整理・再読（1時間）

11
経済的自由権、身体的自
由権

講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）
配布プリントの整理・再読（1時間）

12
社会権、生存権 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

13
教育を受ける権利、労働
基本権

講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）
配布プリントの整理・再読（1時間）

14
三権分立 講義テーマに関する新聞記事などの調査・熟読（1時間）

配布プリントの整理・再読（1時間）

15
まとめ これまでの講義内容の再確認（2時間）

配布プリントの整理・再読（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 メディアと法

担当者氏名 井上　しづ恵

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　高い倫理観と優れた人格を備え、法律的かつ政治的なものの考え方ができる。

《授業の概要》 《教科書》

　一般企業や社会と異なるメディア業界の特殊性を考慮し、メ
ディア業界で生きていくための法的知識を学ぶ。
　できるだけ具体的なケースを使って理解を促す。
　学生の興味・要望については、柔軟に対応するが、学生の習
熟度を優先するため、授業の進度・内容等は変更する可能性が
ある。

 使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評、解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
　メディア業界において起こりうる問題について、法律の視点
から把握し、具体的で妥当な解決方法を見出すことできる新た
な視点を持つ。 《成績評価基準》

　授業への参加状況を重視する。
　ペアワーク・グループワークに能動的に参加し、自分なりの
意見を表明できるかどうかを評価の対象とする。
　なお、意見の内容は問わない。

《成績評価の方法》
筆記試験　４０％　
発表及び発表の振り返り　４０％
授業への取組　２０％

《参考図書》

適宜紹介する

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
表現の自由、報道の自由 レジュメ、ノートの整理（1時間）

2
表現の自由と対立するも
の

レジュメ、ノートの整理（1時間）

3
メディア業界におけるプ
ライバシー権・名誉毀損

レジュメ、ノートの整理（1時間）

4
肖像権① レジュメ、ノートの整理（1時間）

5
肖像権② レジュメ、ノートの整理（1時間）

6
著作権① レジュメ、ノートの整理（1時間）

7
著作権② レジュメ、ノートの整理（1時間）

8
商標権 レジュメ、ノートの整理（1時間）

9
意匠権 レジュメ、ノートの整理（1時間）

10
メディア業界の労働契約 レジュメ、ノートの整理（1時間）

11
発表準備① 発表の資料集め（１時間～）

12
発表準備② 発表の資料集め、PPT作成（１時間～）

13
発表準備③ PPT作成（１時間）

14
発表 発表の振り返り

15
まとめ レジュメ、ノートの整理（1時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 英会話Ⅰ

担当者氏名 富永　真子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

日本の中学校までに学ぶ基礎文法を「使いこなす技能」を身に
着ければ、英語での日常会話は可能です。
再度、基礎をしっかり学び、それらを応用し自信をもって自ら
の言葉で発話できるよう指導する。

 教科書なし
各自ノート2冊を準備する
（※1冊はオリジナルテキスト作成用）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 授業内での英語での発表・発言に対し、その発音、強弱、表
現力等を総合的に評価し「授業内獲得ポイント」として授業内
に評価し通知する。最終的な期末試験(筆記)にそれらの合計点
(70点満点)を加算する。

《授業の到達目標》
他言語習得に必要な4技能（書く、読む、聞く、話す）の中で
、瞬発力を要し、自然なコミュニケーションをとる「話す」こ
とに焦点をあて、基礎文法を応用し「自分自身の身の回りのこ
とを、自分のオリジナルの言葉で伝えるようになる」ことを目
標とする。

《成績評価基準》
・授業で学んだ文法を使用し、オリジナルの文章を作る応用が
できているか。
・発音、表情、姿勢、声のトーンなど総合的に「自然な表現」
ができているか。

《成績評価の方法》
筆記試験　　30％
授業内実技　70％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 オリエンテーション（評
価の説明など）

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

2
 聞き取れない時の対応の
仕方①

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

3
 聞き取れない時の対応の
仕方②

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

4
文章の種類(Be動詞かDo動
詞)を区別する➀

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

5
文章の種類(Be動詞かDo動
詞)を区別する②

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

6
文章の形(肯定分、否定文
、疑問文)➀

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

7
文章の形(肯定分、否定文
、疑問文)②

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

8
文章の形(肯定分、否定文
、疑問文)③

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

9
時制について(現在、過去
、進行形)➀

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

10
時制について(現在、過去
、進行形)②

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

11
時制について(現在、過去
、進行形)③

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

12
頻度の高い動詞句(希望、
強制、予定)➀

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

13
頻度の高い動詞句(希望、
強制、予定)②

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

14
接続詞で複数文章をつな
げる、まとめ

 復習：講義内容をノートにまとめる(1時間)

15
試験、まとめ 半期に学んだことを総復習する



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 韓国語Ⅰ

担当者氏名 権　京愛

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

初めて韓国語に触れる学生が、楽しく授業に参加できるように
授業を組み立てる。教科書主体に、文法を確実に身につけさせ
、毎回の授業には、必ず演習を取り入れ、「読む、聞く、話す
、書く」の4技能をまんべんなく学ばせる。特に、発音練習に
力を入れ、自然な発音とアクセントを習得させる。時には、韓
国の歌やドラマのストーリーに触れ、より一層、学生の韓国語
への興味、関心を高めさせる。

韓国語の世界へ　入門編

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題は次の週に採点して返却する。

間違い箇所は必ずフィードバックして確認させる。

《授業の到達目標》
韓国語の体系的な文法の基礎を理解させながらハングルが読み
書きできるようにする。
　また将来仕事で活用できるように会話練習を通してコミュニ
ケーション能力を身につけさせるとことと韓国と韓国文化への
理解を深めさせることを目標とする。

《成績評価基準》
1．ハングルが読める
2．ハングルが書ける
3．課題をきちんと提出する。　　　
4. ノートに毎回の授業内容をメモする
5．授業に積極的に参加する

《成績評価の方法》
期末テスト40％
課題や小テスト40％
授業への参加度20％を総合的に評価します。

《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
イントロダクション
単母音

ハングル文字の仕組み（予習30分）
授業内容の確認（復習60分）

2
半母音＋単母音 テキストの内容（予習30分）

練習問題の課題（復習60分）

3
初声「平音」
発音の規則「有声音化」

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

4
二重母音
発音の規則「連音化」

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

5
初声「激音・濃音」 テキストの内容（予習30分）

練習問題の課題（復習60分）

6
終声「パッチム」Ⅰ テキストの内容（予習30分）

練習問題の課題（復習60分）

7
終声「パッチム」Ⅱ
発音の規則「濃音化」

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

8
日本語のハングル表記と
教室用語

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

9
体言文Ⅰ
発音の規則「鼻音化」

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

10
挨拶言葉・自己紹介 テキストの内容（予習30分）

練習問題の課題（復習60分）

11
体言文Ⅱ
発音の規則「激音化」

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

12
体言の否定文の使い方
表現練習

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

13
漢数詞と助数詞 テキストの内容（予習30分）

練習問題の課題（復習60分）

14
位置表現（場所を尋ねる
表現練習）

テキストの内容（予習30分）
練習問題の課題（復習60分）

15
総まとめ・テスト テスト対策（予習120分）

テスト問題の確認（復習60分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 映画論

担当者氏名 今木　清志

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

映画は時代とともに、独自の変遷と進化を果たしている。
この授業では、メディア業界で映像作品の制作を多数手がけて
きた教員がその実務経験を活かし、日本と世界の様々な時代の
名作映画の映像を用いて、表現技法の進化や、制作された時代
との関連、映画に込められたメッセージなどについて分析し、
映画の歴史的な変遷を論じる。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
⑴映画の時代ごとの変遷について説明できる
⑵映画の表現技法について、制作された時代と関連づけて説明
できる
⑶映画に込められたメッセージを読み解くことができる

《成績評価基準》
⑴映画の時代ごとの変遷について正確に説明できているか評価
する
⑵映画の表現技法について、制作された時代と関連づけて正確
に説明できているか評価する
⑶映画に込められたメッセージを正確に読み解くことができて
いるか評価する《成績評価の方法》

授業の取組　50％
その他（リアクションペーパー・レポートなど）　50％ 《参考図書》

「アイドル力１・２｣（みらいパブリッシング刊）
「小説アイドル力｣（みらいパブリッシング刊）
「アイドル力講義｣（みらいパブリッシング刊）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
サイレント映画の時代
『街の灯』①

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

2
サイレント映画の時代
『街の灯』②

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

3
日本映画の名作
『東京物語』①

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

4
日本映画の名作
『東京物語』②

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

5
日本映画の名作
『東京物語』③

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

6
ミュージカル黄金時代
『雨に唄えば』①

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

7
ミュージカル黄金時代
『雨に唄えば』②

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

8
日本映画の名作
『七人の侍』①

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

9
日本映画の名作
『七人の侍』②

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

10
日本映画の名作
『七人の侍』③

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

11
日本映画の名作
『七人の侍』④

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

12
ミュージカル新時代『ウ
エストサイド物語』①

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

13
ミュージカル新時代『ウ
エストサイド物語』②

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

14
ミュージカル新時代『ウ
エストサイド物語』③

予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

15
まとめ 予習：周辺作品などの映画を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 エスニシティ研究（アジア）

担当者氏名 海村　佳惟

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

 日本をはじめとするアジアの代表的な10ヶ国のエスニシティ
を研究する。代表的な10ヶ国の基本状況、風土、信仰宗教、民
族構成、風俗風習や文化背景をわかりやすく理解してもらう。
それぞれの国の日本との相違点と共通店を各自考えてもらい、
発表してもらう。先入観を捨て、それぞれの最新国情、文化な
どを提示することで、グローバルな時代での多文化共生と理解
を一緒に考えていく。

 資料配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 毎回の授業の最初に各自調べた一週間の気になったアジアの
ニュースを発表してもらう。授業の最後では、その課で習った
国の日本との相違点と共通点をまとめて提出する。

《授業の到達目標》
 本授業の到達目標はアジアの諸国におけるエスニシティの研
究を通じて、①アジア諸国の民族、社会や文化の相違点と共通
点を見つけ、理解すること。②アジアへの理解が深まり、円滑
なコミュニケーションがとれるようになること。③アジア諸国
を知ることで自国の特徴などを再確認することができる。これ
からのグローバルな世界の舞台で活躍できるような知識と教養
を楽しく身につけることができる。

《成績評価基準》
 授業の取組（30％）：一週間の気になったアジアのニュース
発表、授業で習った国と日本の相違点と共通点をまとめる。課
題（30％）：毎日アジアで起こったニュースを確認し、自分が
一番気になったものをまとめる。次の授業で習う国の予習をす
る。筆記試験（40％）：期末試験。

《成績評価の方法》
筆記試験40％　レポート　％
課題30％　実技　％　
授業の取組30％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 『現代社会とエスニシティ』　綾部恒雄　弘文堂

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 エスニシティについて  国際化、共生、エスニシティそして日本社会という文章を熟読し、理解する（2時間）

熟読した文章と授業内容を照らし合わせ、理解する。（2時間）

2
 アジアのエスニシティに
ついて

 アジア諸国の民族風土について調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

3
 日本のエスニシティ研究  日本各地の風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

4
 中国のエスニシティ研究
１

 中国北部の風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

5
 中国のエスニシティ研究
２

 中国南部の風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

6
 韓国のエスニシティ研究  韓国の風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

7
 インドネシアのエスニシ
ティ研究

 インドネシアの風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

8
 ベトナムのエスニシティ
研究

 ベトナムの風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

9
 インドのエスニシティ研
究

 インドの風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

10
マレーシアのエスニシテ
ィ研究

 マレーシアの風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

11
 シンガポールのエスニシ
ティ研究

 シンガポールの風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

12
 フィリピンのエスニシテ
ィ研究

 フィリピンの風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

13
 タイのエスニシティ研究  タイの風俗風習などを調べる（2時間）授業内容の整理（2時間）

14
 総括、まとめ１  日本からベトナムまでの授業内容を整理する（2時間）各国と日本との相違点と共通点

をまとめる（2時間）

15
 総括、まとめ２  インドからタイまでの授業内容を整理する（2時間）各国と日本との相違点と共通点を

まとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ミクロ経済学

担当者氏名 渡部　忠信

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

日本経済の大まかな仕組みについて学ぶ。
経済に関係するニュースは、ほぼ毎日のように流れていて、例
えば「景気減速」「物価が上がる見通し」等と報じられるが、
では、景気や物価はなぜ変化すのか？そもそも景気とは何か？
といった基本を理解しておかねば自分の暮らしに応用すること
もできないだろう。そこで、社会で生活していく上で必須の経
済知識の習得を目指していく。

使用しない。プリントを配布する。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
適時に小テストを行い、次回の授業の中で説明を行う。

《授業の到達目標》
➀ＧＤＰ、景気変動、インフレーション・デフレーション、所
得・貯蓄、個人消費・設備投資、賃金・雇用といった経済を理
解する上で必要不可欠な概念について、簡潔に説明できるよう
になる。
➁経済における政府部門の役割（財政政策）について簡潔に説
明できるようになる。

《成績評価基準》
到達目標に達したかを、期末試験（50％）授業への取組（30%)
および、課題提出状況（20％）によって測定する

《成績評価の方法》
筆記試験　50％　
課題　20％　
授業の取組　30％

《参考図書》

入手しやすいものとしては、日本経済図説（岩波新書）、ケイ
ンズ（ちくま新書）
他に、内閣府「経済財政白書」

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス・授業の概要 予習；シラバスを読んでおくこと（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

2
国民経済計算とＧＤＰ概
念➀

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

3
国民経済計算とＧＤＰ概
念➁

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

4
価格の自動調整原理➀ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

5
価格の自動調整原理➁ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

6
有効需要➀（消費、投資
、政府支出）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

7
有効需要➁（45度線分析
）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

8
インフレ―ジョンとデフ
レーション

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

9
財政政策➀（手段・手続
・特徴）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

10
財政政策➁（乗数効果） 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

11
財源論➀（国債と租税） 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

12
財源論➁（均衡主義と積
極主義）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

13
戦後日本経済の展開➀ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

14
戦後日本経済の展開➁ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

15
まとめと復習 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；いままでの授業を振り返り、総まとめをしておく（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 経営学

担当者氏名 樋口　賢一

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

企業経営について学んでいく上で最も基礎的な科目である経営
学について学ぶ講義である。その際、企業の基本的な活動を理
解するために、株式会社、戦略、経営組織、経営管理、会計学
入門などの諸理論の基礎を重点的に扱う。

「大学４年間の経営学が10時間で学べる」高橋　伸夫
　KADOKAWA

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
到達目標に達したかを、授業への取組（30%）および、課題提
出状況（70％）によって測定する。

《授業の到達目標》
本講義では経営学の教科書を中心とした専門知識の理解に留ま
るだけではなく、現実の企業が実際にどのような方針（経営戦
略や事業戦略）を立て、その方針に基づいてどのような組織を
作り、その仕組みの中でどのように「ヒト・モノ・カネ」を管
理しているのか、という一連の経営活動を自らの考えで理解で
きるようになることを目指す。

《成績評価基準》
不定期的に課題を課し、採点をして返却する。

《成績評価の方法》
課題 70％　
授業の取組 30％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
経営学とはどんな学問か 予習：経営学とは何かを自分でも調べておくこと（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

2
現代の企業論 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

3
コーポレートガバナンス
入門

予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）
復習：講義内容の見直し（2時間）

4
経営理念と経営戦略 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

5
経営管理論入門 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

6
組織間関係論 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

7
生産管理論入門 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

8
組織構造と職務設計 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

9
モチベーションとリーダ
ーシップ

予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）
復習：講義内容の見直し（2時間）

10
雇用システム 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

11
報酬制度 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

12
会計学入門 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

13
プラットフォームビジネ
ス

予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）
復習：講義内容の見直し（2時間）

14
グローバル企業探求 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

15
まとめ 予習：これまでの全内容を復習する（5時間）

復習：講義内容の全体を振り返る（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 異文化コミュニケーション論Ⅱ

担当者氏名 黒瀬　菜々

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

○ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

日本はもちろん世界各国で出自や文化背景の異なる人々との交
流が活発になっています。文化交流にとどまらず、友人や隣人
として多様な社会で共生してく必要があります。そのために、
今までは意識していなかった「文化」や「コミュニケーション
」に目を向け、客観的な視点で物事を理解し、表現していく力
が必要です。この授業では、意識していない文化を考えるもの
さしとしての知識を得ることを目標とします。

 適宜プリントを配布

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 コメントをつけて返却

《授業の到達目標》
1.普段の生活では気づいていない「文化」を意識化し、相対的
　に観察できるようになる。
2.異文化コミュニケーションIで学んだ知識をもとに、様々な
事情の文化的背景を理解し、対処法を考えられるようになる。
3.自文化および他文化に属する他者の習慣、特徴なとを説明で
　きるようにする。

《成績評価基準》
1.配布する課題プリントに、自分自身の意見や新しい発見を記
　入し提出すること
2.授業で得た知識を、実生活の中で関連付けられるか具体例を
　示して説明できていること
3.授業内でのグループワーク、発表等で自らの文化や価値観に
　ついて積極的に説明しようと努力していること《成績評価の方法》

筆記試験　40％
課題　30％　
授業の取組　30％

《参考図書》

「異文化トレーニング-ボーダレス社会を生きる」八代京子他
著(三修社)
「異文化理解入門」原沢伊都夫著(研究社)

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
多様性①

予習：シラバス熟読・理解(1時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

2
多様性② 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

3
多様性③ 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

4
ファクトフルネス(先進国
と発展途上国)

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

5
グローバル化① 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

6
グローバル化② 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

7
コンフリクト・マネジメ
ント

予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)
復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

8
DIE法 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

9
異文化摩擦① 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

10
異文化摩擦② 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

11
異文化シュミレーション 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

12
メンツ(文化による違い) 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

13
 ナショナリズム 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

14
ビジネス交渉/復習 予習：発表準備・配布資料熟読(3時間)

復習：実生活での具体例を 観察・発見(1時間)

15
試験とまとめ 予習：授業内容を整理し、理解しておく(4時間)

復習：解説を読み復習(2時間)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 日本語教授法

担当者氏名 黒瀬　菜々

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

この科目は留学生向けの内容です。日本語を学んだ留学生は、
将来日本語教師として教壇に立つだけではなく、会社の社員に
日本語を教える可能性も十分考えられます。また、教授法や指
導法を学ぶことによって自らの日本語学習を振り返る機会にも
なります。この授業では、初級の日本語文法を中心にその用法
や注意点などを確認しつつ、その伝え方を考えます。

『みんなの日本語I第2版』(スリーエーネットワーク)
『みんなの日本語II第2版』(スリーエーネットワーク)

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 コメントをつけて返却

《授業の到達目標》
1.日本語初級の文法表現について、要点を理解しつつ他者に分
　かりやすく説明できるようになる。
2.日本語を含めた外国語のさまざまな教授法を体験しながら理
　解し、自らの語学学習にも活かせるようにする。
3.他者の前で分かりやすく話す言い方や態度を身につけ、実践
　する。

《成績評価基準》
1.担当箇所を発表し、その分かりやすさや理解度を相互評価、
　長所や改善点などを指摘しあう。
2.紹介される学習メソッドの体験などに積極的に参加し、その
　効果等について意見を述べること。 
3.発表時には初級学習者にとってわかりやすい「やさしい日本
　語」と、はっきりとした発音を心がけて話すこと。《成績評価の方法》

筆記試験　30％
課題　30％　
授業の取組　40％

《参考図書》

『新・はじめての日本語教育2 日本語教育の基礎知識』高見澤
孟著(アスク)

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
日本語教授法

予習：初級文法を復習しておく(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

2
日本語教材の分析と活用 予習：自身の日本語テキストの前書き部分を読んで理解(2時間)

復習：配布資料熟読(2時間)

3
初級日本語指導(第1課̃第
7課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

4
初級日本語指導(第8課̃第
13課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

5
初級日本語指導(第14課̃
第16課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

6
初級日本語指導(第17課̃
第19課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

7
初級日本語指導(第20課̃
第22課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

8
初級日本語指導(第23課̃
第25課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

9
初級日本語指導(第26課̃
第28課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

10
初級日本語指導(第29課̃
第30課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

11
初級日本語指導(第31課̃
第36課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

12
初級日本語指導(第37課̃
第39課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

13
初級日本語指導(第40課̃
第45課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

14
初級日本語指導(第46課̃
第48課)

予習：該当項目について予習し、意味や用法をよく理解(2時間)
復習：配布資料熟読(2時間)

15
まとめと期末試験 予習：試験に向けて授業内容を整理しておく(3時間)

復習：解説を読み理解(1時間)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 演劇表現演習Ⅰ

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 演技・ポージング・司会・ナレーション・アフレコなどの訓
練

 使用しない。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 実技の後、解説、講評を行う。

《授業の到達目標》
 表情豊かな人になる。
魅力的な美しい動き、声、表情で、演技・表現できるようにな
る。 《成績評価基準》

 「外郎売」の朗読

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　％　実技　８０％　
授業の取組　２０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 発声練習・基礎訓練
「モデル」ポージング

 モデルのウォーキングやポージングを、動画などで見る。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

2
 発声練習・基礎訓練
「就活対策」

 就活の身だしなみ・お辞儀の仕方・受け答え方など、動画などで見る。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

3
 発声練習・基礎訓練
司会　イベント

司会の原稿を下読みする。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

4
  発声練習・基礎訓練
司会　結婚披露宴

結婚披露宴の司会進行プログラムと、台本文例集を見る。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

5
  発声練習・基礎訓練
ナレーション

ナレーション原稿の下読み。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

6
  発声練習・基礎訓練
ニュース・天気予報

ニュース・天気予報原稿の下読み。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

7
  発声練習・基礎訓練
フリートーク

フリートークのテーマについて思うことをメモする。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

8
  発声練習・基礎訓練
新聞・雑誌を読み解く

新聞・雑誌の下読み。思うことをメモする。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

9
  発声練習・基礎訓練
自己ＰＲ・立ち方

自己ＰＲについてまとめる。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

10
  発声練習・基礎訓練
インタビュー

インタビュー内容をメモする。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

11
  発声練習・基礎訓練
レポート「絵・写真」

「絵・写真」を見て、思うことをメモする。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

12
  発声練習・基礎訓練
朗読「たけくらべ」

樋口一葉作「たけくらべ」を読む。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

13
  発声練習・基礎訓練
朗読「たけくらべ」

樋口一葉作「たけくらべ」を読む。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

14
  発声練習・基礎訓練
朗読・シェイクスピア

シェイクスピア作品を読む。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

15
 「外郎売」朗読テスト 「外郎売」を読む。



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 日本舞踊演習

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 お顔の表情や言葉を使わず、、身体を使って　表現する。
邦楽を理解し、舞踊や所作で　その内容を　伝える。
美しい所作を　研究する。

 長唄などの歌詞や譜面、舞踊の譜本などの　プリントを配布
する。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 講評や、解説の時間を設ける。
レポート課題などは、コメントをつけて返却する。

《授業の到達目標》
 身体を使って　表現することができる。
邦楽に乗せて　舞うことができる。
美しい　所作を　身につける。 《成績評価基準》

 振りの暗記と　表現力。

《成績評価の方法》
筆記試験　１０％　レポート　１０％
課題　１０％　実技　５０％　
授業の取組　２０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜　紹介します。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
日本舞踊の基礎。曲の解
説と　舞のポイント

 日本舞踊の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

2
「京の四季」練習
解説

 「京の四季」の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

3
「京の四季」練習   「京の四季」の動画を視聴する。(30分）

本日の授業のおさらい（30分）

4
「黒田節」練習
解説

  「黒田節」の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

5
「黒田節」練習   「黒田節」の動画を視聴する。(30分）

本日の授業のおさらい（30分）

6
「松の緑」練習
解説

  「松の緑」の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

7
「松の緑」練習  「松の緑」の動画を視聴する。(30分）

本日の授業のおさらい（30分）

8
「藤娘」練習
解説

  「藤娘」の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

9
「藤娘」練習   「藤娘」の動画を視聴する。(30分）

本日の授業のおさらい（30分）

10
「三番叟」練習
解説

 「三番叟」の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

11
「三番叟」練習   「三番叟」の動画を視聴する。(30分）

本日の授業のおさらい（30分）

12
衣裳、小道具をつけて、
練習

 日本舞踊の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

13
衣裳、小道具をつけて、
練習

  日本舞踊の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）

14
覚えた曲のテスト 日本舞踊の動画を視聴する。(30分）

本日の授業のおさらい（30分）

15
衣裳、小道具をつけて、
発表

日本舞踊の動画を視聴する。(30分）
本日の授業のおさらい（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ボディ・メイキング

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

ダンスやエクササイズ指導の経験を持つ教員がその実務経験を
活かし、健康でバランスのとれたプロポーションづくりのため
のトレーニング方法や、ストレッチ方法を指導する。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技試験のビデオ撮影を行い、今後の課題や改善点を一人ずつ
フィードバックする時間を設ける。

《授業の到達目標》
より幅広い表現力を養うため、自身の身体と向き合い適切なコ
ントロールができるようになる。健康でバランスのとれたプロ
ポーションをつくるための方法を身につける。 《成績評価基準》

自分の身体へ真摯に向き合い、適切に身体をコントロール出来
ているか評価する。また、それぞれのエクササイズやストレッ
チの意味を理解し、積極的に授業へ取り組んでいるかどうかを
を評価する。

《成績評価の方法》
実技　３０％　
授業の取組　７０％ 《参考図書》

新版「これ一冊できちんとわかるピラティス」
新井亜樹 監修
「最強のヨガレッスン」レスリー・カミノフ著

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
身体の特徴を知る（アラ
イメントチェック）

予習：自分の理想とするプロポーションを考え画像を集める（30分
復習：アライメントチェックを元に自分の身体的特徴を分析する（30分）

2
基本1（骨盤のコントロー
ル）

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

3
基本2（背骨のコントロー
ル）

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

4
基本3（肩甲骨のコントロ
ール）

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

5
基本4（腕・脚のコントロ
ール）

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

6
バランス感覚を身につけ
る1（ボール）

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

7
バランス感覚を身につけ
る２（ボール）

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

8
バランス感覚を身につけ
る３（ボール）

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

9
柔軟性向上のためのスト
レッチ1

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

10
柔軟性向上のためのスト
レッチ2

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

11
柔軟性向上のためのスト
レッチ3

予習：指定した動画を視聴し、その動き特徴を分析しまとめる（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

12
エクササイズ・ストレッ
チプランを組み立てる1

予習：これまでの授業の内容を元に自分に必要なエクササイズをまとめる（30分）
復習：自分で作成したプランを自宅で実行する（30分）

13
エクササイズ・ストレッ
チプランを組み立てる２

予習：これまでの授業の内容を元に自分に必要なエクササイズをまとめる（30分）
復習：自分で作成したプランを自宅で実行する（30分）

14
実技テスト・ビデオ撮影 予習：これまでの授業の内容をまとめる（30分）

復習：テストの内容を復習する（30分）

15
フィードバック・まとめ 予習：これまでの授業の内容をまとめる（30分）

復習：自分で作成したプランを自宅で実行する（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 洋舞特演Ⅱ－Ａ

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

ダンスインストラクターやアーティストバックダンサーの実務
経験を持つ教員が、身体表現の幅を広げステージで表現するた
めの実践的授業を行う。また、踊るために必要な身体づくりの
ためのトレーニング指導を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技試験のビデオ撮影を行い、今後の課題や改善点を一人ずつ
フィードバックする時間を設ける。

《授業の到達目標》
洋舞特演Ⅰ‐Ａ・Ⅰ‐Ｂで習得した動きから、さらに発展させ
ていく。ステージパフォーマンスの基本となる JAZZ ダンスの
基礎的な動きを使った様々なコンビネーション（振付）を経験
することで表現の幅を広げる。動きに感情を乗せ、音楽にあっ
た表現の仕方を身につける。

《成績評価基準》
授業で習った様々な動きや振付をどれくらい習得できているか
、音楽に合わせた表現が出来ているか実技試験で判断する。毎
回の授業で集中し自身の身体をコントロールしようと努めてい
るかどうか、その取り組みの姿勢を評価する。

《成績評価の方法》
実技　３０％　
授業の取組　７０％ 《参考図書》

「ダンス解剖学」ジャッキ・グリーン・ハース著
武田淳也 監訳

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
はじめに（レッスンを受
講する際の注意点）

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：レッスンを受ける際の注意点を復習しノートにまとめる（30分）

2
基本的な動きの復習1 ＋
踊るためのトレーニング

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

3
基本的な動きの復習2 ＋
踊るためのトレーニング

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

4
基本的な動きの復習3 ＋
踊るためのトレーニング

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

5
基本的な動きの復習4 ＋
踊るためのトレーニング

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

6
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション1

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

7
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション2

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

8
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション3

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

9
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション4

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

10
コンビネーション応用（
感情表現）1

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

11
コンビネーション応用（
感情表現）2

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

12
コンビネーション応用（
感情表現）3

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

13
コンビネーション応用（
感情表現）4

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

14
実技テスト・ビデオ撮影 予習：実技テストの準備をする（30分）

復習：テストの内容を復習し改善点をノートにまとめる（30分）

15
フィードバック・まとめ 予習：１年間の授業で習った内容を振り返る（30分）

復習：テストのフィードバックを受け、動きを練習する（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ＭＣトークⅠ

担当者氏名 金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

テレビ中継でのリポートやMCの経験を持つ教員が、テレビやス
テージでの自分の見せ方や豊かな表現の習得、リポーターの立
場とカメラマンの立場の二つの目線からリポートを構成できる
ようになる為の実践的授業を行う。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
希望があれば解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
言葉はもちろん、表情や動きで自己の能力を最大限発揮し、表
現することができるようになる。
相手に伝わる声の大きさで、状況に応じた言葉を適切に使える
よう知識や技術を習得する。言葉や構成が適切であったか、客
観的に評価できるようになる。

《成績評価基準》
授業で習った発声方法、滑舌、言葉遣いをどのくらい習得でき
ているか、見ている人に伝わるように、話すスピードや内容の
構成方法に工夫があるか、実技試験で判断する。
また、毎回の授業で、表情や動きを豊かに表現しているか、授
業へ取り組む姿勢を評価する。

《成績評価の方法》
実技　40％　授業の取組　60％

《参考図書》

適宜紹介する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 フリートーク 発声練習(30分)

授業で得た知識をもとにフリートークを修正してみる(30分)

2
 フリートーク 発声練習(30分)

授業で得た知識をもとにフリートークを修正してみる(30分)

3
 ステージでの話し方 発声練習(30分)

日常とステージ上での声の出し方の違いを研究する(30分)

4
 司会進行 発声練習(30分)

司会を自主練習する(30分)

5
 司会進行 発声練習(30分)

司会を自主練習する(30分)

6
 インタビュー 発声練習(30分)

インタビューのつもりで誰かに質問してみる(30分)

7
 インタビュー 発声練習(30分)

インタビューのつもりで誰かに質問してみる(30分)

8
 食レポ 発声練習(30分)

夕飯を食べた時に味を言葉で表現する(30分)

9
 食レポ 発声練習(30分)

夕飯を食べた時に味を言葉で表現する(30分)

10
 ナレーション 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

11
 ナレーション 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

12
 ナレーション 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

13
 ニュース 発声練習(30分)

ニュース番組を見る(30分)

14
 ニュース 発声練習(30分)

ニュース番組を見る(30分)

15
 まとめ 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 アフレコⅡ

担当者氏名 小鶴　史江

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 『声だけで表現する演技』の実技を行う。
アニメ、外国映画のみではなく、朗読劇やCM、ドキュメンタリ
ー、ゲーム、ナレーションなど様々な表現方法を体験し、実際
の現場を目標にして、経験値を高めていく。

こちらで用意する台本等

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技に対し、録音での振り返り、口頭にて指導を行う。

《授業の到達目標》
・マイク前でも、個性や感情を自由に表現できる。
・豊かな感情表現を行える。
・キャラクター毎に求められる型をイメージ、表現できる。
・目標に対し、どういうアプローチをするべきか考え、説明す
ることができる。
・他者の演出プランに対し、柔軟に対応することができる。
・積極的に表現できる。

《成績評価基準》
・台本から推測される感情、感覚を読み取り、他者に説明でき
るか。
・演出プランを作り、プラン通りに表現できるか。
・表現する事を楽しめているか。
・今回の自己表現を振り返り、次回の目標点を定められるか。

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　15％　実技　45％　
授業の取組　30％
その他（　成長率（見込）　　）　10％

《参考図書》

・NHK 日本語発音アクセント新辞典

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
・オリエンテーション
・ゲーム台詞

予習：自分の魅力はどこか、なりたい自分の将来像について考えておく。（１０分）
復習：台本を意識せず、気持ちのままで台詞を言う。（１０分）

2
台詞（会話） 予習：会話で盛り上がるシーンを探し、チェックする。

復讐：自分の台詞を盛り下げないよう注意しつつ喋り、録音し、聞き返す。

3
アテレコ（アニメ）① 予習：多くの人との会話をし、喜怒哀楽時の声を考える。（３０分以上）

復習：台本台詞を自分の言葉に置き換えて声に出して喋ってみる。（４０分）

4
アテレコ（アニメ）② 予習：会話が『かみあっている』事を意識する。（３０分）

復習：課題を見直し、ちがう表現ができないか試してみる。（２０分）

5
ナレーション 予習：放送されている番組ナレを聞き、聞かせたいフレーズを聞きとる。（１５分）

復習：課題を別バージョンでやり直してみる。（１５分以上）

6
アニメPV（キャラナレ） 予習：アニメPVを見、表現の仕方を意識して鑑賞し直す。（３０分）

復習：課題を違う演出で表現する。（３０分以上）

7
漫画動画 予習：朗読・ナレーション作品との違いを意識する。（２０分）

復習：台本を見直し、声に出して演じる。（３０分以上）

8
アテレコ（外画）① 予習：外画を観、表現方法や演出を意識する。（２０分）

復習：台本を見直し、声に出して演じる。（３０分以上）

9
アテレコ（外画）② 予習：外画を観、表現方法や演出を意識する。（２０分）

復習：台本を見直し、声に出して演じる。（３０分以上）

10
ドキュメンタリー（ボイ
スオーバー）

予習：ドキュメンタリー作品をいくつか視聴しておく。（３０分）
復習：課題をやり直してみる。（１５分以上）

11
ＣＭナレーション 予習：様々なＣＭ作品のナレーションを聞き、演出を考える。（１５分）

復習：今回の課題をしゃべり直してみる。（３０分）

12
ゲーム動画 予習：ゲーム内のドラマ部分の作り方を確認しておく。（３０分）

復習：ゲームとアニメ（アテレコ）でどう変わったか確認しておく。（３０分）

13
半期の成果の発表と確認 予習：今までの課題を復習しておく。（３０分）

復習：今までの課題を『語り』直してみる。（３０分）

14
作品制作（１） 予習：今までの課題を振り返り、自分に向いている作品を見直す。（１５分）

復習：今回の課題をしゃべり直してみる。（３０分）

15
作品制作（２） 予習：自分の魅力を確認し、前回の課題を見直す。（３０分）

復習：今回の課題を再度演出し、読み直してみる。（３０分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ラジオ番組制作演習Ⅱ

担当者氏名 上田　知佳

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

練習、反省を繰り返す事で、ラジオでのリポート、ラジオ番組
が出来るようになる。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技試験後、コメント、アドバイスを行う。

《授業の到達目標》
ラジオでのリポートの仕方を学び、表現出来るようになる。
ラジオ番組を作成し、自ら表現し、発表出来るようになる。
人前で話すことを楽しめるようになる。 《成績評価基準》

授業への取組、日々のリポート内容から総合的に評価する。

《成績評価の方法》
筆記試験　　　　％　レポート　　　　％
課題　　　　　　％　実技　　　　50　％
授業の取組　50　％　その他（　　　　　　）　　　％

《参考図書》

適宜紹介します。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス
自己PR。

予習：好きなラジオ番組を聴いておく（30分）自己PR をまとめておく（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

2
ラジオリポート実習。（
季節ネタ）

予習：桜について描写、リポート出来るよう見てまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

3
ラジオリポート実習。（
時事ネタ）

予習：今話題の出来事について1分間で話す練習。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

4
1分間スピーチ。 予習：日々の出来事を1分間で話す練習。（30分）

復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

5
ラジオリポート実習。（
季節ネタ）

予習：季節の花について描写リポート出来るよう見てまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

6
ラジオリポート実習。（
エリアの祭り）

予習：博多どんたくについてリポート出来るよう調べる。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

7
ラジオリポート実習。（
時事ネタ）

予習：新聞を読み、気になる話題をまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

8
ラジオリポート実習。（
時事ネタ）

予習：新聞を読み、気になる話題をまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

9
ラジオリポート実習。（
季節ネタ）

予習：日々の出来事を1分間で話す練習。。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

10
ラジオリポート実習。（
エリアの祭り）

予習：山笠についてリポート出来るよう調べる。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

11
テーマに添うラジオ番組
を構成する。

予習：気になる話題をまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

12
パーソナリティとして伝
える。

予習：気になる話題をまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

13
テーマに添うラジオ番組
を構成する。

予習：気になる話題をまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

14
パーソナリティとして伝
える。

予習：気になる話題をまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）

15
ラジオ番組を作成し、発
表する。

予習：気になる話題をまとめておく。（30分）
復習：授業で学んだ事を復習、やり直し（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 オーディション対策Ⅱ

担当者氏名 川野　聡子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

プロモデルレッスンコーチがモデルの経験を生かし、芸能界で
行われる様々なオーディションに対応できるよう、オーディシ
ョンの内容や役柄に合わせ、自己 PR、話し方から実技までを
実施します。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
試験のフィードバックとして、講評や解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
・オーディションの内容、対策を考えられるようになる
・内容に合わせ、自己 PR がスムーズに出来る様になる
・自己プロデュース能力を高めることができる
・表情・表現力を高めることができるようになる

《成績評価基準》
実技試験の結果により評価する

《成績評価の方法》
筆記試験　　　　％　レポート　　　　％
課題　　　　　　％　実技　　　　80　％
授業の取組　20　％　その他（　　　　　　）　　　％

《参考図書》

使用しない

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オーディション基礎①
自己紹介・PRの作成

予習：自己紹介文の作成（30分）
復習：自己紹介文の修正（30分）

2
オーディション基礎②自
己紹介･PRを動画で撮影

予習：自己紹介と自己 PRの練習（30分）
復習：笑顔の練習（30分）

3
オーディション基礎③
質疑応答

予習：自己 PR の練習（30分）
復習：自己 PR の練習（30分）

4
オーディション基礎④
撮影ポーズ

予習：姿勢、表情の見直し（30分）
復習：表情の練習（30分）

5
オーディション基礎⑤
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

6
オーディション基礎⑥
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

7
オーディション基礎⑦
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

8
オーディション基礎⑧
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

9
オーディション基礎⑨
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

10
オーディション基礎⑩
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

11
オーディション基礎⑪
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

12
オーディション基礎⑫
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

13
オーディション基礎⑬
オーディション（演技）

予習：発声練習（30分）
復習：演技の練習（30分）

14
オーディション基礎⑭
総合

予習：表情・ポージング・演技の練習（30分）
復習：表情・ポージング・演技の練習（30分）

15
まとめ 予習：自己 PR の練習（30分）

復習：総体的な見直し（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 キャリア研究Ⅱ

担当者氏名 原田　愛子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

目標を設定し、自分のキャリアプランをデザインする。自分の
望む進路、夢の実現ができるよう必要なスキルを身につける。
個別面談のなかで一人一人のキャリアサポートを行う。

プリントを配布する

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題ごとに個別にコメントを伝え、随時フィードバックを行う
。

《授業の到達目標》
自分のキャリアプランに沿って、進路や夢実現のためにどう取
り組むかを学び、自分をアピールできるようになることを目標
とする。
①キャリアプランに沿った目標を設定する
②進路に必要な書類を作成する
③面接対策を行う
④夢実現のための準備をする

《成績評価基準》
授業に取り組む姿勢と、課題、実技により授業目標①～④の到
達度を評価する。

《成績評価の方法》
授業の取組50％　課題30％　実技20％

《参考図書》

適宜紹介します

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
書類作成①
個別面談

予習：エントリーシートや履歴書に書く自己PRを考える(2時間)
復習：課題に取り組み自己PRを完成させる(2時間)

2
書類作成②
個別面談

予習：エントリーシートや履歴書に書く志望動機を考える(2時間)
復習：課題に取り組み自分の長所短所を完成させる(2時間)

3
書類作成③
個別面談

予習：エントリーシートや履歴書に書く学生時代学んだことについて考える(2時間) 
復習：課題に取り組み学生時代学んだことを完成させる(2時間)

4
書類作成④
個別面談

予習：エントリーシートや履歴書に書くことをまとめておく(2時間)
復習：講義内容を振り返り履歴書を完成させる(2時間)

5
キャリアデザイン①
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

6
キャリアデザイン②
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

7
キャリアデザイン③
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

8
キャリアデザイン④
個別面談

予習：課題に取り組みキャリアプランを考える(2時間)
復習：講義内容を振り返りキャリアプランを考える(2時間)

9
面接対策①
個別面談

予習：自己PR、長所短所、過去の成功体験、失敗体験などを書き出しておく(2時間)
復習：講義内容を振り返り面接練習をする(2時間)

10
面接対策②
個別面談

予習：自己PRを伝えられるように考えておく(2時間)
復習：講義内容を振り返り面接練習をする(2時間)

11
面接対策③
個別面談

予習：志望動機を伝えられるように考えておく(2時間)
復習：講義内容を振り返り面接練習をする(2時間)

12
面接対策④
個別面談

予習：過去の成功体験、失敗体験が伝えられるように考えておく(2時間)
復習：講義を内容を振り返り面接練習をする(2時間)

13
面接対策⑤
個別面談

予習：自分の長所短所が伝えられるように考えておく(2時間)
復習：講義内容を振り返り面接練習をする(2時間)

14
面接対策⑥
個別面談

予習：学生時代に学んだことについて伝えられるように考えておく(2時間) 
復習：講義内容を振り返り面接練習をする(2時間)

15
まとめ　
個別面談

予習：講義内容を振り返りキャリアプランを再確認する(2時間)
復習：夢実現に向けてすべきことを実践していく(2時間)



２ 年 後 期



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 英会話Ⅱ

担当者氏名 富永　真子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

フォニックス（英語圏の子供達が、読み書きを身につけるため
の学習法）を学習することで「カタカナ英語」にならない、自
然なスピードで発話できるよう指導します。英語Ⅰで学習した
基礎文法を応用した様々な場面での会話例を「自然な発音」で
躊躇なく話す練習を行う。

教科書なし
各自ノート2冊を準備する
（※1冊はオリジナルテキスト作成用）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
授業内での対話文のペアワークの発表や、課題に対する回答発
言に対し、その発音、強弱、表現力等を総合的に評価し「授業
内獲得ポイント」として授業内に評価し通知する。最終的な期
末試験(筆記)にそれらの合計点(70点満点)を加算する。

《授業の到達目標》
それぞれの文字が持つ「音」の読み方を正しく知った上で、様
々なシーンで想定されるロールモデルの練習を行うことで、発
話することに自信をつけ「自然な表現」ができるようになるこ
とを目標とする。

《成績評価基準》
・フォニックスを意識して正しく発音できているか？さらに
フォニックスをふまえた上で、表情、姿勢、声のトーンなど総
合的に「自然な表現」ができているか。

《成績評価の方法》
筆記試験30％
授業内実技70％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
日本語「50音」との音の
違い（フォニックス）

復習：毎日10分発音練習

2
■フォニックス(t,d郡、
b,p,m郡、f,v軍)

復習：毎日10分発音練習

3
対話文Ⅰ「ショッピング
でのシーン」①

復習：毎日10分発音練習

4
対話文Ⅰ「ショッピング
でのシーン」②

復習：毎日10分発音練習

5
対話文Ⅰ「ショッピング
でのシーン」③

復習：毎日10分発音練習

6
■フォニックス(r/lの違
い、「h」「th」)

復習：毎日10分発音練習

7
対話文Ⅱ「道を訪ねる／
教えるシーン」➀

復習：毎日10分発音練習

8
対話文Ⅱ「道を訪ねる／
教えるシーン」②

復習：毎日10分発音練習

9
対話文Ⅱ「道を訪ねる／
教えるシーン」③

復習：毎日10分発音練習

10
■フォニックス（カタカ
ナ単語を英語読みに

復習：毎日10分発音練習

11
対話文Ⅲ「ホテルチェッ
クインするシーン」➀

復習：毎日10分発音練習

12
対話文Ⅲ「ホテルチェッ
クインするシーン」②

復習：毎日10分発音練習

13
対話文Ⅲ「ホテルチェッ
クインするシーン」③

復習：毎日10分発音練習

14
確認と総復習 半期に学んだ「気づき」をノートにまとめる

15
試験、まとめ 半年間の「毎日10分発音練習」を続けていく



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 韓国語Ⅱ

担当者氏名 権　京愛

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

初めて韓国語に触れる学生が、楽しく授業に参加できるように
授業を組み立てる。教科書主体に、文法を確実に身につけさせ
、毎回の授業には、必ず演習を取り入れ、「読む、聞く、話す
、書く」の4技能をまんべんなく学ばせる。特に、発音練習に
力を入れ、自然な発音とアクセントを習得させる。時には、韓
国の歌やドラマのストーリーに触れ、より一層、学生の韓国語
への興味、関心を高めさせる。

韓国語の世界へ　入門編

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題は次の週に採点して返却する。

間違い箇所は必ず、フィードバックして確認させる。

《授業の到達目標》
韓国語の体系的な文法の基礎を理解させながらハングルが読み
書きできるようにする。
　また将来仕事で活用できるように会話練習を通してコミュニ
ケーション能力を身につけさせるとことと韓国と韓国文化への
理解を深めさせることを目標とする。

《成績評価基準》
1．ハングルが読める
2．ハングルが書ける
3．課題をきちんと提出する。　　　
4. ノートに毎回の授業内容をメモする
5．授業に積極的に参加する

《成績評価の方法》
期末テスト40％
課題や小テスト40％
授業への参加度20％を総合的に評価します。

《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ヘヨ体（丁寧表現）の作
り方Ⅰ

テキストの内容（予習60分）
練習問題の課題（復習60分）

2
復習と会話練習 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

3
ヘヨ体の作り方Ⅱ・指示
詞

テキストの内容（予習60分）
練習問題の課題（復習60分）

4
復習と会話練習 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

5
ヘヨ体の作り方Ⅲ テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

6
固有数詞と助数詞 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

7
ヘヨ体の作り方Ⅳ テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

8
復習と会話練習 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

9
過去形の作り方 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

10
否定表現「アン＋用言」 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

11
復習と会話練習 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

12
尊敬表現 テキストの内容（予習60分）

練習問題の課題（復習60分）

13
予定を尋ねる表現
「～つもりです」

テキストの内容（予習60分）
練習問題の課題（復習60分）

14
希望表現
「～したいです」

テキストの内容（予習60分）
練習問題の課題（復習60分）

15
総まとめ・テスト まとめ問題（予習60分）

まとめ問題（復習60分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ジャーナリズム論

担当者氏名 今木　清志

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　高い倫理観と優れた人格を備え、法律的かつ政治的なものの考え方ができる。

《授業の概要》 《教科書》

世の中の出来事の背景にある真実を伝えるジャーナリズムは、
健全な民主主義社会に欠かせない重要な役割を果たしている。
また、ジャーナリズムはメディアと密接な関係がある。
この授業では、メディア業界で長年活動してきた教員がその実
務経験を活かし、ジャーナリズムを題材とする様々な映像作品
を用いて、ジャーナリズムの現状や課題、役割、メディアとの
関係について論じる。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
⑴ ジャーナリズムの現状を説明できる
⑵ ジャーナリズムの課題を説明できる
⑶ ジャーナリズムの役割とは何かを説明できる 《成績評価基準》

⑴ ジャーナリズムの現状について正確に説明できているか評
価する
⑵ ジャーナリズムの課題について正確に説明できているか評
価する
⑶ ジャーナリズムの役割について正確に説明できているか評
価する《成績評価の方法》

授業の取組　50％
その他（リアクションペーパー・レポートなど）　50％ 《参考図書》

「アイドル力１・２｣（みらいパブリッシング刊）
「小説アイドル力｣（みらいパブリッシング刊）
「アイドル力講義｣（みらいパブリッシング刊）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
事件報道とテレビ
松本サリン事件①

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

2
事件報道とテレビ
松本サリン事件②

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

3
事件報道とテレビ
松本サリン事件③

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

4
事故報道と新聞
日航機墜落事故①

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

5
事故報道と新聞
日航機墜落事故②

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

6
事故報道と新聞
日航機墜落事故③

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

7
事故報道と新聞
日航機墜落事故④

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

8
裁判報道と雑誌
光市母子殺害事件①

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

9
裁判報道と雑誌
光市母子殺害事件②

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

10
裁判報道と雑誌
光市母子殺害事件③

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

11
裁判報道と雑誌
光市母子殺害事件④

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

12
戦争報道と写真
ベトナム戦争①

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

13
戦争報道と写真
ベトナム戦争②

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

14
戦争報道と写真
ベトナム戦争③

予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

15
まとめ 予習：テレビ・新聞のニュースに目を通して見解をまとめる（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 マクロ経済学

担当者氏名 渡部　忠信

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

日本経済の大まかな現状と今後の見通しを分野別に考察する。
詳細は下記を見ていただきたいが、主に、➀人口の変化は経済
にどのような影響をもたらすのか、➁それに連動して労働市場
はどうなるのか、③東京23区と政令市の地域経済の特徴は何か
といったテーマを扱い、最後に、福岡都市圏と北九州都市圏を
対比させながら、我々の生活圏の経済の将来像について考えて
いく。

使用しない。プリントを配布する

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
適時に小テストを行い、次回の授業の中で説明を行う

《授業の到達目標》
➀今後の人口変動の見通しについて理解して、経済に与える影
響を簡潔に説明できる
➁労働市場の現状・課題を簡潔に指摘できる
➂福岡都市圏の経済の特徴を説明できる。また、今後の課題と
解決策について指摘できる

《成績評価基準》
到達目標に達したかを、期末試験（50％）授業への取組（30%)
および、課題提出状況（20％）によって測定する

《成績評価の方法》
筆記試験　50％　
課題　20％　
授業の取組　30％

《参考図書》

国立社会保障人口問題研究所「人口将来推計」
総務省「労働力調査」
各自治体の経済報告書

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス・授業の概要 予習；シラバスを読んでおくこと（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

2
人口転換➀ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

3
人口転換➁ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

4
労働市場政策➁ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

5
労働市場政策➁ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

6
農業政策 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

7
食料安全保障 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

8
エネルギー政策 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

9
国土政策・産業政策 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

10
地方経済➀首都圏 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

11
地方経済➁政令市 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

12
地方経済③北九州都市圏 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

13
地方経済➃福岡都市圏 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

14
地方経済➄福岡都市圏 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

15
まとめと復習 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；いままでの授業を振り返り、総まとめをしておく（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 貿易概論

担当者氏名 渡部　忠信

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

国際貿易をマクロ経済の観点から学ぶ。
例えば、ドル・元・円など国が違えば「通貨」も異なるから通
貨を交換する必要があるが、どのような仕組みで行われている
のか、輸出入のメリットとデメリットは何か、サービス貿易の
一環である「観光・インバウンド」政策など、社会で生活して
いく上で必須の経済知識の習得を目指していく。
また、授業の中で博多港の見学のおこなう。

使用しない。プリントを配布する。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
適時に小テストを行い、次回の授業の中で説明を行う

《授業の到達目標》
➀外国為替と経済の関係を簡潔に説明できる
➁自由貿易主義と保護貿易主義の利害得失を説明できる
➂「観光・インバウンド」がもたらすメリットとデメリットを
それぞれ指摘できる
➃福岡の発展に博多港が果たしてきた役割を説明できる

《成績評価基準》
到達目標に達したかを、期末試験（50％）授業への取組（30%)
および、課題提出状況（20％）によって測定する

《成績評価の方法》
筆記試験　50％　
課題　20％　
授業の取組　30％

《参考図書》

入手しやすいものとしては、世界経済図説（岩波新書）
他に内閣府「経済財政白書」

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス・授業の概要 予習；シラバスを読んでおくこと（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

2
世界経済の輪郭 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

3
外国為替市場➀（国際取
引と世界の通貨）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

4
外国為替市場➁（固定為
替レート）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

5
外国為替市場➂（変動相
場制）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

6
関税・非関税障壁➀（Ｅ
Ｕ）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

7
関税・非関税障壁➀（日
本）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

8
自由貿易協定・経済連携
協定

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

9
博多港見学➀ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

10
博多港見学➁ 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

11
サービス貿易➀（観光・
インバウンド）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

12
サービス貿易➁（情報と
技術）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

13
グローバリゼーション➀
（国際分業体制）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

14
グローバリゼーション➁
（国際金融）

予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）
復習；授業内容を復習して、自分なりにまとめておく（2時間）

15
まとめと復習 予習；教材の次回授業で進む範囲を熟読しておく（2時間）

復習；いままでの授業を振り返り、総まとめをしておく（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ビジネス実務

担当者氏名 有田　麻紀、園田　哲也

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

○ 1-DP4 社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけていること。

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

○ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

社会生活における対人関係の実例や実体験、社会人としての常
識・教養などを題材とした議論や演習を行う。また、マニュア
ルだけにとらわれないコミュニケーション術を身に着け、心身
共に逞しい人間対応力の醸成を目指す（有田）
社会人の武器になる自己紹介力を養う。PREP/SDS、STAR、非言
語、１枚資料、Q＆Aをワーク中心で反復し、最終回に自己紹介
と資料を発表・相互評価する。（園田）

無し

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
小テスト2回の実施により採点し、全ての設問に対する解説を
次の週で行う。その際、応用問題も提示し、その場で質疑応答
をして、理解度をさらに深めさせる。

《授業の到達目標》
・社会人としての常識やビジネスマナーの基本、組織人として
の社会適応力を身につけると同時に、自発的に行動できる発信
力を発揮できるようにする。
・家庭の躾を礎とした大人のモラルを習得する。
・目的、相手に合わせて構成を設計し、STARで強みをエピソー
ドで証明し、非言語と緊張対策で届け方を整え、１枚資料とQ
＆A対応まで含めて自己紹介を磨き上げる。

《成績評価基準》
講義中における態度による評価と課題提出   50％
理解度確認小テスト（2回）50％
※小テスト未受験者は代替としてレポート提出を課す。

《成績評価の方法》
筆記試験（欠席者はレポート）　　50　％　
課題　　　　20　％　
授業の取組　30　％

《参考図書》

無し

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション・マ
インドセット

予習：社会人と学生の違いを考える。「自立」「プロ」とはを考える。（1h）
復習：年下に説明できるようにする。（1h）

2
キャリアプランニング（
自己理解）

予習：ディスカッション出来るよう考えておく事（1h）
復習 ：強み、弱みの整理。３年後のアクションプラン作成。（2h）

3
ビジネスシーンでの身だ
しなみと所作

予習：ドレスコード、立ち居振る舞いについて考える（1h）
復習：普段の生活に取り入れる（2h）

4
敬語とビジネストークの
基本

予習：正しい敬語、クッション言葉、プロとしての言葉選びを考える（1h）
復習：反復練習する（2h）

5
電話応対と来客対応の基
礎

予習：アルバイト時や予習時に、発声しながら練習する（2h）
復習：苦手な箇所を重点的に練習する（2h）

6
★小テスト★
文書、メール作成

予習：今までの総復習（2h）
復習：他人からの評価を受ける（1h）

7
総復習、コミュニケーシ
ョンゲーム

予習：今までの全ての復習をする（2h）
復習：人間力（コミュ力）がなぜ必要なのかを説明できる（1h）

8
プレゼンの本質と30秒自
己紹介

予習：自己紹介30秒案メモを作成（30分）
復習：30秒原稿を作成（１h)

9
PREP/SDSで結論先の構成
術

予習：30秒原稿をチェック（15分）
復習：60秒原稿を作成（１h）

10
STAR法で強みを証明する 予習：60秒原稿を作成（復習と一緒）

復習：STARシート完成（１h）

11
非言語・話し方・緊張対
策

予習：要点を声に出して確認（15分）
復習：要点カード５行化（30分）

12
名刺代わりの1枚資料を作
る

予習：自己紹介素材を整理（30分）
復習：1枚スライド仕上げ（１ｈ）

13
Q＆A・即興対応で詰まら
ない

予習：120秒骨子を読み返す（15分）
復習：想定Q＆A　3問作成（１ｈ）

14
★小テスト★
最終リハーサル

予習：小テスト範囲を復習（１h）
復習：最終原稿と資料調整（１h）

15
最終発表会：一生使える
自己紹介

予習：最終原稿と資料を整える（１h）
復習：改善点を更新ルール化（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 マーケティング論

担当者氏名 山下　聖子

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

マーケティングに関する基礎的な専門知識について学習すると
ともに理論理解と演習を組み合わせ、実社会で応用できる
基礎力の育成を目指す。

指定なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
総合演習および確認試験のフィードバックとして、解説の時間
を設ける

《授業の到達目標》
・マーケティングの基本概念を説明することができる。
・STP・４Pを用いて簡単な企画立案ができる。
・身近な企業や商品の戦略を分析できる。
・顧客視点で物事を考える力を身につけることができる。

《成績評価基準》
・マーケティングの基本概念を説明することができたか。
・STP・４Pを用いて簡単な企画立案ができたか。
・身近な企業や商品の戦略を分析できたか。
・顧客視点で物事を考える力を身につけることができたか。
・グループディスカッションでは積極的に参加できたか。

《成績評価の方法》
確認試験 40％
グループディスカッション・プレゼンテーション 30％
授業の取組 30％

《参考図書》

適宜紹介します

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
マーケティングとは何か 予習：マーケティングとは何かを調べておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

2
顧客価値と満足 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

3
マーケティングプロセス 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

4
環境分析 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

5
消費者行動① 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

6
消費者行動② 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

7
STP①セグメンテーション 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

8
STP②ターゲティング・ポ
ジショニング

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

9
４Pマーケティングミック
ス①

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

10
４Pマーケティングミック
ス②

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

11
ブランド戦略と顧客関係 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

12
デジタル時代のマーケテ
ィング

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

13
総合演習 予習：プレゼン資料の作成（60分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

14
総合演習 予習：プレゼン資料の作成（60分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

15
到達確認試験・まとめと
解説

予習：指定された講義資料の要点を整理しておくこと（30分）
復習：確認試験から自分自身の理解度の確認をすること（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ボーカル（声楽）Ⅲ

担当者氏名 林　麻耶

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

 ソプラノ歌手である教員が、音程やリズムなどを正確に歌う
だけでなく、歌を通して自己表現する方法、感情表現をする方
法など、応用的な部分を教えます。
最終回には公開発表会を行うので、そこに向けて作品を作りあ
げていきます。

 コーラス・トレーニング２
（１年生から２年間使用します）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 試験は全て実技です。
動画撮影を行い、振り返って感想を述べあうと共に、今後の課
題を確認します。

《授業の到達目標》
より美しく響きのある音色を求めて、発声法・呼吸法を楽しく
勉強します。また、有名なミュージカルから、ソロやアンサン
ブルシーンを取り上げ、メロディー・リズム・ハーモニーを体
で感じ、聞き手の心に響くように歌うことを目標とします。

《成績評価基準》
 到達目標に基づき、平常の授業への取り組みと、積極的な姿
勢を総合的に評価します。

《成績評価の方法》
実技　60％
授業の取組　40％ 《参考図書》

 授業時にプリントを配布します。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ミュージカルシーン① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

2
ミュージカルシーン② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

3
ミュージカルシーン③ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

4
ミュージカルシーン④ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

5
ミュージカルシーン⑤ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

6
ソロ曲① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

7
ソロ曲② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

8
ソロ曲③ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

9
ソロ曲④ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

10
卒業ソング① 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

11
卒業ソング② 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

12
卒業ソング③ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

13
卒業ソング④ 課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）

授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

14
発表会リハーサル
仕上げ

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）

15
公開発表会
まとめ

課題曲の練習（音取りをしたり音源を聞いたりする）（３０分）
授業で学習した内容の確認、理解を深める（３０分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 演劇表現演習Ⅱ

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

面接・オーディションで問われる能力を身につける。 使用しない。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
「外郎売」を毎回、朗読する。

《授業の到達目標》
作品創りに関する総合的な知識・技能の習得。
就職・進学対策。

《成績評価基準》
「外郎売」を暗記、朗読。

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　％　実技　８０％　
授業の取組　２０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

適宜紹介。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 発声練習・基礎訓練
面接対策・質疑応答

 「人生を通じて実現したいこと」についてメモする。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

2
 発声練習・基礎訓練
面接対策・質疑応答

 「コアを伝える」ためにはどうしたらよいのか、メモする。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

3
 発声練習・基礎訓練
即興劇を創る。

 「インプロ」について知る。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

4
 発声練習・基礎訓練
即興劇を創る。

  「インプロ」について知る。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

5
発声練習・基礎訓練
オーディション対策

シェイクスピア作品、日本文学の古典などを読む。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

6
 発声練習・基礎訓練
オーディション対策

 シェイクスピア作品、日本文学の古典などを読む。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

7
発声練習・基礎訓練
フリートーク

テーマについて多角的に研究する。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

8
 発声練習・基礎訓練
芝居を創る。

 演じたい作品、テーマについて考える。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

9
 発声練習・基礎訓練
芝居を創る。

 脚本を創る。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

10
 発声練習・基礎訓練
芝居を創る。

 脚本を読む。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

11
 発声練習・基礎訓練
芝居を創る。

 立ち稽古についてプランを立てる。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

12
 発声練習・基礎訓練
芝居を創る。

裏方のプランを考える。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

13
 発声練習・基礎訓練
芝居を創る。

 通し稽古のプランを考える。（30分）
本日の授業のおさらい。（30分）

14
 発声練習・基礎訓練
芝居を発表する。

芝居の最終点検。（30分）
「外郎売」を覚える。（30分）

15
 発声練習・基礎訓練
「外郎売」暗記テスト

 「外郎売」を覚える（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 洋舞特演Ⅱ－Ｂ

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

ダンスインストラクターやアーティストバックダンサーの実務
経験を持つ教員が、身体表現の幅を広げステージで表現するた
めの実践的授業を行う。また、踊るために必要な身体づくりの
ためのトレーニング指導を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
実技試験のビデオ撮影を行い、今後の課題や改善点を一人ずつ
フィードバックする時間を設ける。

《授業の到達目標》
洋舞特演Ⅱ‐Ａで経験したことを通し、さらに表現を発展させ
ていく。ステージパフォーマンスの基本となる JAZZ ダンスの
基礎的な動きをさらに応用し、様々なコンビネーション（振付
）を経験することで表現の幅を広げる。動きに感情を乗せ、音
楽にあった表現の仕方を身につける。

《成績評価基準》
授業で習った様々な動きや振付をどれくらい習得できているか
、音楽に合わせた表現が出来ているか実技試験で判断する。毎
回の授業で集中し自身の身体をコントロールしようと努めてい
るかどうか、その取り組みの姿勢を評価する。

《成績評価の方法》
実技　３０％　
授業の取組　７０％ 《参考図書》

「ダンス解剖学」ジャッキ・グリーン・ハース著
武田淳也 監訳

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
前期の振り返り 予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）

復習：レッスンを受ける際の注意点を復習しノートにまとめる（30分）

2
基本的な動きの復習1 ＋
踊るためのトレーニング

予習：好きなアーティストのパフォーマンスを研究する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

3
基本的な動きの復習2 ＋
踊るためのトレーニング

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

4
基本的な動きの復習3 ＋
踊るためのトレーニング

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

5
基本的な動きの復習4 ＋
踊るためのトレーニング

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

6
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション1

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

7
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション2

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

8
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション3

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

9
基本的な動きを組み合わ
せたコンビネーション4

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

10
コンビネーション応用（
感情表現）1

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

11
コンビネーション応用（
感情表現）2

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

12
コンビネーション応用（
感情表現）3

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

13
コンビネーション応用（
感情表現）4

予習：指定したダンス動画を視聴し、動きの特徴を分析する（30分）
復習：授業で習った動きを自主練習する（30分）

14
実技テスト・ビデオ撮影 予習：実技テストの準備をする（30分）

復習：テストの内容を復習し改善点をノートにまとめる（30分）

15
フィードバック・まとめ 予習：１年間の授業で習った内容を振り返る（30分）

復習：テストのフィードバックを受け、動きを練習する（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 モデルストリートⅡ

担当者氏名 川野　聡子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

プロモデルレッスンコーチがモデルの経験を生かし、モデルウ
ォーキングを学びます。
自分の体のクセを知り、改善に向け体作りをしながら、様々な
テーマや音楽、シチュエーションによって
異なるウォーキングや表現方法を取得します。

 使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 試験のフィードバックとして、講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
・姿勢が美しくなる
・基礎のウォーキングを身に付けることができる
・リズム感や表情力を養うことができる 《成績評価基準》

 実技試験の結果により評価する

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　％　実技　80％　
授業の取組　20％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 使用しない

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 基礎① ストレッチ・姿
勢・ウォーキング基礎

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：姿勢を意識する(30分）

2
 基礎② 姿勢・ウォーキ
ング・ターン

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：ターンの練習(30分）

3
 基礎③ 姿勢・ウォーキ
ング・ターン・ポーズ

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：表情、ポーズの練習(30分）

4
 基礎④ イメージ 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習、表情、ポーズの練習(30分）

5
 基礎⑤ イメージ 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：表情、ポーズの練習(30分）

6
 基礎⑥ 小物の見せ方 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：小物使いの練習(30分）

7
 基礎⑦ ジャケット・コ
ートの扱い方

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習ジャケット脱ぎ方の練習(30分）

8
 基礎⑧ ジャケット・コ
ートの扱い方

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：ジャケット脱ぎ方の練習(30分）

9
 着物の歩き方 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：ウォーキング+ター ン(30分）

10
 ブライダル① ドレスウ
ォーキング・ターン

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：表情、ウォーキング+ター ン(30分）

11
 ブライダル② ドレスウ
ォーキング・エスコート

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：表情、ウォーキング+ター ン(30分）

12
 ブライダル③ ドレスエ
スコート

予習：ストレッチ・筋トレ (30分)
復習：表情、ウォーキング+ター ン(30分）

13
 ステージショー 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：表情、ウォーキング+ター ン(30分）

14
 ステージショー 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：表情、ウォーキング+ター ン(30分）

15
 まとめ 予習：ストレッチ・筋トレ (30分)

復習：表情、ウォーキング+ター ン(30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 ＭＣトークⅡ

担当者氏名 金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

テレビ中継でのリポートやMCの経験を持つ教員が、テレビやス
テージでの自分の見せ方や豊かな表現の習得、リポーターの立
場とカメラマンの立場の二つの目線からリポートを構成できる
ようになる為の実践的授業を行う。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
希望があれば解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
言葉はもちろん、表情や動きで自己の能力を最大限発揮し、表
現することができるようになる。
相手に伝わる声の大きさで、状況に応じた言葉を適切に使える
よう知識や技術を習得する。言葉や構成が適切であったか、客
観的に評価できるようになる。

《成績評価基準》
授業で習った発声方法、滑舌、言葉遣いをどのくらい習得でき
ているか、見ている人に伝わるように、話すスピードや内容の
構成方法に工夫があるか、実技試験で判断する。
また、毎回の授業で、表情や動きを豊かに表現しているか、授
業へ取り組む姿勢を評価する。

《成績評価の方法》
実技　40％　授業の取組　60％

《参考図書》

適宜紹介する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
司会進行のやり方 発声練習(30分)

司会の原稿を声に出して練習する(30分)

2
司会進行 実践 発声練習(30分)

司会の原稿を声に出して練習する(30分)

3
食レポでの食べ方 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

4
食レポ 実践 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)

5
インタビューの構成 発声練習(30分)

インタビューでの質問を考える(30分)

6
インタビュー 発声練習(30分)

インタビューしている番組を見て研究(30分)

7
インタビュー 発声練習(30分)

インタビューしている番組を見て研究(30分)

8
リポートのやり方 発声練習(30分)

写真を見て行ったつもりでリポートする(30分)

9
リポート 実践 発声練習(30分)

テレビのリポート中継を見る(30分)

10
リポート 実践 発声練習(30分)

テレビのリポート中継を見る(30分)

11
MC やり方 発声練習(30分)

授業で習ったMCの自主練習(30分)

12
MC 実践 発声練習(30分)

授業で習ったMCの自主練習(30分)

13
フリートーク 発声練習(30分)

テーマを決めて1分間話す(30分)

14
フリートーク 発声練習(30分)

テーマを決めて1分間話す(30分)

15
まとめ 発声練習(30分)

授業で学んだ表現方法の復習(30分)



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《実務科目》

科目名 キャリア研究Ⅲ

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

本授業は、日本での就職を希望する留学生を対象に、実際の就
職活動を進めることを目的とする。
1年次で学んだ就職活動の基礎を踏まえ、求人検索、エントリ
ーシート作成、面接練習を中心に、内定獲得に向けた実践的な
力を身につける。

特になし。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
個別にてフィードバックを行い、就職活動に繋げる。

《授業の到達目標》
留学生向け求人サイトを使い、自分に合う求人を探せる。
エントリーシート・履歴書を日本語で完成させられる。
日本の就職面接に必要な受け答え・マナーを身につける。
自分の希望職種・働き方を日本語で説明できる。

《成績評価基準》
毎回の授業での取り組みで、自身の就職活動の現状を正しく把
握した上で、求人検索・エントリーシート作成・面接練習へ前
向きに取り組んでいるかどうかを評価する。

《成績評価の方法》
授業参加態度・ワーク提出：40％
履歴書・ES提出：30％
模擬面接・最終課題：30％

《参考図書》

『外国人留学生のための就職活動テキスト』
著者：アークアカデミー　発行：株式会社インプレス

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション・就
活ゴール設定

予習（30分）： 日本で働くことについて自分の考えを書く
復習（30分）： 授業で決めた就職活動の目標をノートにまとめる

2
留学生向け求人の探し方
①（サイト理解）

予習（30分）： 留学生向け求人サイトを1つ調べる
復習（30分）： 授業で学んだ求人サイトの特徴を整理する

3
留学生向け求人の探し方
②（実践）

予習（30分）： 興味のある仕事・職種を3つ考える
復習（30分）： 授業で選んだ求人内容をノートにまとめる

4
自己PR・強みの整理（ES
準備①）

予習（30分）： 自分のアルバイト・学校生活の経験を書き出す
復習（30分）： 授業で作った自己PRメモを見直す

5
志望動機の作り方（ES準
備②）

予習（30分）： 応募したい会社について1社調べる
復習（30分）： 授業で作成した志望動機を修正する

6
履歴書・エントリーシー
ト作成①

予習（30分）： 日本式履歴書の書き方を調べる
復習（30分）： 授業で書いた履歴書を見直す

7
履歴書・エントリーシー
ト作成②

予習（30分）： 自分の履歴書を声に出して読む
復習（30分）： 添削された履歴書・ESを修正する

8
エントリー実践
エントリー時の注意点

予習（30分）： エントリー時に使う日本語表現を確認する
復習（30分）： 授業で行ったエントリー内容を振り返る

9
日本の面接マナー・流れ 予習（30分）： 日本の面接マナーについて調べる

復習（30分）： 授業で練習した面接の動きを復習する

10
面接質問対策①（基本質
問）

予習（30分）： よく聞かれる面接質問を3つ考える
復習（30分）： 授業で練習した受け答えをノートにまとめる

11
面接質問対策②（留学生
特有質問）

予習（30分）： 留学生向け面接質問を調べる
復習（30分）： 授業で作った回答を修正する

12
模擬面接①（グループ） 予習（30分）： 模擬面接の質問と答えを準備する

復習（30分）： 模擬面接のフィードバックを振り返る

13
模擬面接②（個別） 予習（30分）： 自己紹介を日本語で練習する

復習（30分）： 個別面接での改善点をまとめる

14
内定後・不採用時の対応 予習（30分）： 内定後の流れについて調べる

復習（30分）： 就職活動で不安なことを整理する

15
就職活動振り返り・まと
め

予習（30分）： これまでの就職活動を振り返る
復習（30分）： 今後の就職活動計画を書く



２ 年 通 年



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 今木　清志

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

ドラマ・演劇等のエンタテインメント作品は時代を映す鏡であ
る。この授業では、メディア業界で映像作品の制作を多数手が
けてきた教員がその実務経験を活かし、様々な名作映像作品を
用いて、ドラマ・演劇の歴史や、制作された時代の社会状況と
の関連について分析し、作品に込められたメッセージを論じる
。さらに、作品分析と並行して、そこから得た学びを活かして
、実際にドラマ制作を行う。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
(1)ドラマ・演劇の歴史について説明できる
(2)ドラマ・演劇について、制作された時代の社会状況と関連
づけて説明できる
(3)ドラマ・演劇に込められたメッセージを読み解くことがで
きる
(4)作品分析で得た学びを活かしたドラマ制作ができる

《成績評価基準》
(1)ドラマ・演劇の歴史について正確に説明できるか評価する
(2)作品を制作当時の社会状況と関連づけて説明できるか評価
する
(3)作品のメッセージを読み解くことができるか評価する 
(4)作品分析から得た学びを活かしたドラマ制作ができるか評
価する《成績評価の方法》

授業の取組　50％
その他（リアクションペーパー・レポートなど）　50％ 《参考図書》

「アイドル力１・２｣（みらいパブリッシング刊）
「小説アイドル力｣（みらいパブリッシング刊）
「アイドル力講義｣（みらいパブリッシング刊）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス
ドラマ制作①

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

2
名作解説①ドラマ
「太陽にほえろ」

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

3
ドラマ制作② 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

4
名作解説②ドラマ
「寺内貫太郎一家」

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

5
ドラマ制作③ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

6
名作解説③ドラマ
「想い出づくり」

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

7
ドラマ制作④ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

8
名作解説④ドラマ「愛し
ていると言ってくれ」

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

9
ドラマ制作⑤ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

10
名作解説⑤ドラマ
「あまちゃん」①

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

11
ドラマ制作⑥ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

12
名作解説⑥ドラマ
「あまちゃん」②

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

13
ドラマ制作⑦ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

14
名作解説⑦ドラマ
「あまちゃん」③

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

15
まとめ・ドラマ制作⑧ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 今木　清志

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

ドラマ・演劇等のエンターテインメント作品は時代を映す鏡で
ある。この授業では、メディア業界で映像作品の制作を多数手
がけてきた教員がその実務経験を活かし、様々な名作映像作品
を用いて、ドラマ・演劇の歴史や、制作された時代の社会状況
との関連について分析し、作品に込められたメッセージを論じ
る。さらに、作品分析と並行して、そこから得た学びを活かし
て、実際にドラマ制作を行う。

使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
(1)ドラマ・演劇の歴史について説明できる
(2)ドラマ・演劇について、制作された時代の社会状況と関連
づけて説明できる
(3)ドラマ・演劇に込められたメッセージを読み解くことがで
きる
(4)作品分析で得た学びを活かしたドラマ制作ができる

《成績評価基準》
(1)ドラマ・演劇の歴史について正確に説明できるか評価する
(2)作品を制作当時の社会状況と関連づけて説明できるか評価
する
(3)作品のメッセージを読み解くことができるか評価する 
(4)作品分析から得た学びを活かしたドラマ制作ができるか評
価する《成績評価の方法》

授業の取組　50％
その他（リアクションペーパー・レポートなど）　50％ 《参考図書》

「アイドル力１・２｣（みらいパブリッシング刊）
「小説アイドル力｣（みらいパブリッシング刊）
「アイドル力講義｣（みらいパブリッシング刊）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
名作解説⑧ミュージカル
「エリザベート」①

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

2
ドラマ制作⑨ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

3
名作解説⑨ミュージカル
「エリザベート」②

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

4
ドラマ制作⑩ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

5
名作解説⑩ミュージカル
「エリザベート」③

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

6
ドラマ制作⑪ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

7
名作解説⑪ミュージカル
「エリザベート」④

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

8
ドラマ制作⑫ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

9
名作解説⑫演劇「頭痛肩
こり樋口一葉」①

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

10
ドラマ制作⑬ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

11
名作解説⑬演劇「頭痛肩
こり樋口一葉」②

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

12
ドラマ制作⑭ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

13
名作解説⑭演劇「頭痛肩
こり樋口一葉」③

予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）
復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

14
ドラマ制作⑮ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）

15
まとめ 予習：映像作品分析の周辺作品を積極的に視聴する（2時間）

復習：授業内容を文章にまとめる（2時間）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

 脚本の創作・分析・読み合わせ・立ち稽古・スタッフ作業の
分担・発表。
 ブライダルプロデューサー　司会者の勉強・訓練

 使用しない。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 創作した脚本や、登場人物等の分析、スタッフ用の台本・図
面について、講評や解説、コメントをつけて、返却する
。司会台本を添削したものを返却。

《授業の到達目標》
 芝居を創る。
結婚披露宴の司会進行ができる。

《成績評価基準》
 授業への取り組み。
脚本、分析文、スタッフ作業における台本・図面等のの提出物
。ブライダル司会台本の提出を受け、評価。

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　５０％　実技　３０％　
授業の取組　２０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜紹介。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 発声練習・基礎訓練
芝居の構成・テーマ

 創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

2
 発声練習・基礎訓練
芝居の脚本づくり

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

3
  発声練習・基礎訓練
芝居の脚本の創作

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

4
  発声練習・基礎訓練
芝居の読み合わせ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

5
   発声練習・基礎訓練
芝居の読み合わせ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

6
   発声練習・基礎訓練
芝居の立ち稽古

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

7
   発声練習・基礎訓練
芝居の立ち稽古

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

8
   発声練習・基礎訓練
近隣幼稚園等で発表

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

9
   発声練習・基礎訓練
ブライダル基礎知識

  結婚披露宴などの・動画を鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

10
   発声練習・基礎訓練
ブライダルＭＣ台本

  司会の模範的文言の研究・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

11
   発声練習・基礎訓練
ブライダルＭＣ台本

  司会の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

12
   発声練習・基礎訓練
ブライダルＭＣ台本

  司会の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

13
   発声練習・基礎訓練
芝居・朗読の研究

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

14
   発声練習・基礎訓練
芝居・朗読の研究

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

15
 発表  発声練習・基礎訓練を行う。（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 徳永　玲子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

 脚本の創作・登場人物などの分析・読み合わせ・立ち稽古・
スタッフ作業の分担・発表を行う。

 使用しない。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 創作した作品・分析表・スタッフ用台本に、講評や解説、コ
メントをつけて、返却。

《授業の到達目標》
 より、人々に伝わる芝居を創る。
表現の研究ができるようになる。
演出ができるようになる。 《成績評価基準》

 授業への取り組みや、作品、分析表、台本など。

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　５０％　実技　３０％　
授業の取組　２０％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
発声練習・基礎訓練
脚本の創作・テーマ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

2
 発声練習・基礎訓練
脚本の創作

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

3
 発声練習・基礎訓練
脚本の読み合わせ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

4
 発声練習・基礎訓練
脚本の読み合わせ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

5
 発声練習・基礎訓練
立ち稽古

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

6
  発声練習・基礎訓練
立ち稽古

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

7
  発声練習・基礎訓練
発表

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

8
  発声練習・基礎訓練
脚本の創作・テーマ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

9
   発声練習・基礎訓練
脚本の創作

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

10
   発声練習・基礎訓練
脚本の読み合わせ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

11
 発声練習・基礎訓練
脚本の読み合わせ

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

12
  発声練習・基礎訓練
立ち稽古

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

13
  発声練習・基礎訓練
立ち稽古

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

14
  発声練習・基礎訓練
立ち稽古

  創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）
読書・鑑賞記録を綴る。（30分）

15
 発表   創作活動の参考となる書籍を読む・動画鑑賞する。（30分）

読書・鑑賞記録を綴る。（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 黒瀬　菜々

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 グローバル化に対応した教養と実践的な専門知識を有すること。

○ 1-DP4 社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけていること。

○ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

○ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

○ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

地域社会の外国人住民が必要とする情報をSNSを通じて発信す
る活動を通じて、情報リテラシーや表現力を養いつつ、社会貢
献を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題については、教員がコメントを付して個別にフィードバッ
クを行う。必要に応じて、授業内で全体向けの共有フィードバ
ックを行う。

《授業の到達目標》
活動を通じて、学生は以下の能力を身につけることを目標とす
る。
①地域社会と外国人住民の課題を理解する力
②情報リテラシー（情報を選び、正しく使う力）
③分かりやすく伝える表現力（日本語・視覚表現）
④SNSを活用した情報発信の基礎的スキル
⑤社会貢献意識と協働する姿勢

《成績評価基準》
参加・取り組み姿勢は、出席、ゼミ活動への関与、課題への継
続的な取り組みを評価する。SNS発信内容は、情報の正確さ、
対象者を意識した分かりやすい表現、工夫の有無を評価する。
振り返り・自己評価は、活動を通じた学びを自分の言葉でまと
めているかを評価する。

《成績評価の方法》
授業への参加・取り組み姿勢　　40％
SNS発信内容（表現・正確さ・工夫など）　30％
振り返り・自己評価　　　30％

《参考図書》

授業内で適宜提示

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
目的と活動内容の共有

予習（30分）：シラバスを読み、SNSを使った情報発信の例を1つ探す
復習（30分）：授業内容の振り返り、興味のあるテーマをメモする

2
地域で暮らす外国人の困
りごとを考える

予習（30分）：自分や身近な外国人の「困った経験」を書き出す
復習（30分）：話し合いで出た課題を整理する

3
発信テーマの設定とグル
ープ分け

予習（30分）：扱いたいテーマ案を1つ考えてくる
復習（30分）：グループのテーマと役割を確認する

4
情報の集め方と情報の正
確さ

予習（30分）：自治体・公式サイトを1つ見る
復習（30分）：使える情報と使えない情報を整理する

5
やさしい日本語と分かり
やすい表現

予習（30分）：やさしい日本語の例を読む
復習（30分）：自分の文章をやさしい日本語に直す

6
SNSの特徴と注意点（個人
情報など）

予習（30分）：SNS利用時に注意していることを書く
復習（30分）：自分たちの発信で気をつける点をまとめる

7
発信内容の構成を考える
（下書き）

予習（30分）：投稿の文章案・構成案を作る
復習（30分）：グループで修正点を整理する

8
画像・動画を使った伝え
方

予習（30分）：参考になる投稿を1つ見る
復習（30分）：画像や動画の使い方を決める

9
試作発信と相互チェック 予習（30分）：投稿案を完成させる

復習（30分）：他グループからの意見を整理する

10
修正とブラッシュアップ 予習（20分）：指摘された点を確認する

復習（40分）：内容・表現を修正する

11
本発信（SNS投稿） 予習（20分）：最終確認チェック

復習（30分）：投稿後の気づきをメモする

12
反応の確認と振り返り 予習（20分）：投稿への反応を確認する

復習（40分）：良かった点・課題を整理する

13
発表準備（スライド・内
容整理）

予習（30分）：発表用資料を作る
復習（30分）：発表練習をする

14
成果発表会 予習（30分）：発表内容の最終確認

復習（30分）：他グループの発表を振り返る

15
全体振り返りと自己評価 復習（60分）：自己評価シートの記入と今後の目標設定



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 黒瀬　菜々

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 グローバル化に対応した教養と実践的な専門知識を有すること。

○ 1-DP4 社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけていること。

○ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　社会人また表現者として、充分なコミュニケーション能力を身につけている。

○ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

○ 1-DP5 ５．実践的応用力　グローバル化に対応した教養と専門知識を身につけており、それを実践的に応用することができる。

《授業の概要》 《教科書》

地域社会の外国人住民が必要とする情報をSNSを通じて発信す
る活動を通じて、情報リテラシーや表現力を養いつつ、社会貢
献を行う。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題については、教員がコメントを付して個別にフィードバッ
クを行う。必要に応じて、授業内で全体向けの共有フィードバ
ックを行う。

《授業の到達目標》
活動を通じて、学生は以下の能力を身につけることを目標とす
る。
①地域社会と外国人住民の課題を理解する力
②情報リテラシー（情報を選び、正しく使う力）
③分かりやすく伝える表現力（日本語・視覚表現）
④SNSを活用した情報発信の基礎的スキル
⑤社会貢献意識と協働する姿勢

《成績評価基準》
参加・取り組み姿勢は、出席、ゼミ活動への関与、課題への継
続的な取り組みを評価する。SNS発信内容は、情報の正確さ、
対象者を意識した分かりやすい表現、工夫の有無を評価する。
振り返り・自己評価は、活動を通じた学びを自分の言葉でまと
めているかを評価する。

《成績評価の方法》
授業への参加・取り組み姿勢　　40％
SNS発信内容（表現・正確さ・工夫など）　30％
振り返り・自己評価　　　30％

《参考図書》

授業内で適宜提示

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
目的と活動内容の共有

予習（30分）：シラバスを読み、SNSを使った情報発信の例を1つ探す
復習（30分）：授業内容の振り返り、興味のあるテーマをメモする

2
地域で暮らす外国人の困
りごとを考える

予習（30分）：自分や身近な外国人の「困った経験」を書き出す
復習（30分）：話し合いで出た課題を整理する

3
発信テーマの設定とグル
ープ分け

予習（30分）：扱いたいテーマ案を1つ考えてくる
復習（30分）：グループのテーマと役割を確認する

4
情報の集め方と情報の正
確さ

予習（30分）：自治体・公式サイトを1つ見る
復習（30分）：使える情報と使えない情報を整理する

5
やさしい日本語と分かり
やすい表現

予習（30分）：やさしい日本語の例を読む
復習（30分）：自分の文章をやさしい日本語に直す

6
SNSの特徴と注意点（個人
情報など）

予習（30分）：SNS利用時に注意していることを書く
復習（30分）：自分たちの発信で気をつける点をまとめる

7
発信内容の構成を考える
（下書き）

予習（30分）：投稿の文章案・構成案を作る
復習（30分）：グループで修正点を整理する

8
画像・動画を使った伝え
方

予習（30分）：参考になる投稿を1つ見る
復習（30分）：画像や動画の使い方を決める

9
試作発信と相互チェック 予習（30分）：投稿案を完成させる

復習（30分）：他グループからの意見を整理する

10
修正とブラッシュアップ 予習（20分）：指摘された点を確認する

復習（40分）：内容・表現を修正する

11
本発信（SNS投稿） 予習（20分）：最終確認チェック

復習（30分）：投稿後の気づきをメモする

12
反応の確認と振り返り 予習（20分）：投稿への反応を確認する

復習（40分）：良かった点・課題を整理する

13
発表準備（スライド・内
容整理）

予習（30分）：発表用資料を作る
復習（30分）：発表練習をする

14
成果発表会 予習（30分）：発表内容の最終確認

復習（30分）：他グループの発表を振り返る

15
全体振り返りと自己評価 復習（60分）：自己評価シートの記入と今後の目標設定
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《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

本ゼミでは、少人数による協働学習を通して、ダンスをテーマ
にした2〜3分程度の映像作品を制作する。前期・後期それぞれ
1作品、年間で計2作品を完成させることを目標とする。
企画立案から完成・鑑賞までの全工程を学生主体で行い、身体
表現・映像表現・チームワーク・異文化コミュニケーション能
力の向上を図る。

特になし。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
制作の進行状況に応じて都度、振付・身体表現方法・撮影方法
・編集方法についてのフィードバックを行う。

《授業の到達目標》
ダンスを用いた映像作品を企画・制作・発表できる。
振付・演出・カメラワーク・編集の基礎を理解し実践できる
役割分担と協働を通して制作プロセスを管理できる。
学生同士が協力し、相互理解を深めながら作品を作れる。
完成した作品をSNSで発信し、受け手を意識した表現や情報発
信の力を身につける。

《成績評価基準》
ゼミへの出席・積極的な参加ができており、話し合い・練習・
制作に主体的に関わっている。企画立案から完成までの流れを
理解し、責任をもって役割を果たしている。
振付・演出・撮影・編集・進行管理など担当分野に継続的に取
り組んでいること。

《成績評価の方法》
授業への参加態度・貢献度：40％
制作プロセス（企画・役割・振り返り・SNS発信）：30％
映像作品（前期・後期）：30％

《参考図書》

『未来のダンスを開発する～フィジカル・アート・セオリー入
門』著者：木村覚　出版：メディア総合研究所

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス／年間計画説
明

予習：シラバスを読み、関心のあるダンスや映像作品を1つ探す（30分）
復習：ゼミの目的と年間目標を整理し、感想をまとめる（30分）

2
ダンス映像作品事例研究
（ジャンル・表現方法）

予習：指定または各自で選んだダンス映像を1本視聴（30分）
復習：良いと思った表現・構成を言語化する（30分）

3
前期作品のテーマ決定・
コンセプト共有

予習：テーマ案を1つ以上考えてくる（30分）
復習：決定したテーマと意図を文章にまとめる（30分）

4
楽曲選定・役割分担決定 予習：候補曲を2〜3曲探す（30分）

復習：選定理由と作品イメージの関係を整理（30分）

5
振付アイデア出し・構成
検討

予習：自分が担当したい役割を考える（30分）
復習：自分の役割で必要な作業を書き出す（30分）

6
振付制作①（動きの作成
・調整）

予習：動きのアイデアを動画・メモで準備（30分）
復習：振付の構成案を整理（30分）

7
振付制作②（全体構成の
完成）

予習：基本動作や参考動画を確認（30分）
復習：作成した振付を振り返り修正点を記録（30分）

8
振付練習①（動きの精度
向上）

予習：前回の振付を自主練習（30分）
復習：全体構成の流れを確認（30分）

9
振付練習②（表現・構成
）

予習：振付動画を見てイメージトレーニング（30分）
復習：できた点・課題点を整理（30分）

10
振付練習③・絵コンテ作
成（構図・動線）

予習：表情や身体表現の参考映像を見る（30分）
復習：表現面での改善点をまとめる（30分）

11
撮影準備・ロケーション
確認／リハーサル

予習：通し練習を想定した確認（30分）
復習：本番を想定した課題整理（30分）

12
撮影① 予習：絵コンテ・撮影場所を確認（30分）

復習：撮影時の注意点を整理（30分）

13
撮影② 予習：各自の役割と動きを最終確認（30分）

復習：撮影の反省点を記録（30分）

14
編集作業（表現の完成度
を高める）

予習：編集ソフトやSNS事例を調べる（30分）
復習：発信内容と編集意図を整理（30分）

15
完成作品鑑賞・SNS公開・
講評・振り返り

予習：鑑賞ポイントを考える（30分）
復習：前期全体の学びを振り返る（30分）
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《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 宮谷　未知子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　メディアに関する職業意識と専門的な能力を身につけている。

《授業の概要》 《教科書》

本ゼミでは、少人数による協働学習を通して、ダンスをテーマ
にした2〜3分程度の映像作品を制作する。前期・後期それぞれ
1作品、年間で計2作品を完成させることを目標とする。
企画立案から完成・鑑賞までの全工程を学生主体で行い、身体
表現・映像表現・チームワーク・異文化コミュニケーション能
力の向上を図る。

特になし。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
制作の進行状況に応じて都度、振付・身体表現方法・撮影方法
・編集方法についてのフィードバックを行う。

《授業の到達目標》
ダンスを用いた映像作品を企画・制作・発表できる。
振付・演出・カメラワーク・編集の基礎を理解し実践できる
役割分担と協働を通して制作プロセスを管理できる。
学生同士が協力し、相互理解を深めながら作品を作れる。
完成した作品をSNSで発信し、受け手を意識した表現や情報発
信の力を身につける。

《成績評価基準》
ゼミへの出席・積極的な参加ができており、話し合い・練習・
制作に主体的に関わっている。企画立案から完成までの流れを
理解し、責任をもって役割を果たしている。
振付・演出・撮影・編集・進行管理など担当分野に継続的に取
り組んでいること。

《成績評価の方法》
授業への参加態度・貢献度：40％
制作プロセス（企画・役割・振り返り・SNS発信）：30％
映像作品（前期・後期）：30％

《参考図書》

『未来のダンスを開発する～フィジカル・アート・セオリー入
門』著者：木村覚　出版：メディア総合研究所

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
後期ガイダンス／前期の
振り返りと課題共有

予習：前期作品を再視聴（30分）
復習：改善したい点を整理（30分）

2
映像表現の発展研究（前
期との差別化）

予習：指定または各自で選んだダンス映像を1本視聴（30分）
復習：良いと思った表現・構成を言語化する（30分）

3
後期作品のテーマ決定・
方向性確認

予習：新しいテーマ案を1つ以上考えてくる（30分）
復習：決定したテーマと意図を文章にまとめる（30分）

4
楽曲選定・作品イメージ
の具体化・役割分担再編

予習：候補曲を2〜3曲探す（30分）
復習：選定理由と作品イメージの関係を整理（30分）

5
振付構成検討（前期より
高度な表現）

予習：自分が担当したい役割を考える（30分）
復習：自分の成長目標を設定（30分）

6
振付制作①（動きの作成
・調整）

予習：動きのアイデアを動画・メモで準備（30分）
復習：振付の構成案を整理（30分）

7
振付制作②（全体構成の
完成）

予習：基本動作や参考動画を確認（30分）
復習：作成した振付を振り返り修正点を記録（30分）

8
振付練習①（動きの精度
向上）

予習：前回の振付を自主練習（30分）
復習：全体構成の流れを確認（30分）

9
振付練習②（表現・構成
）

予習：振付動画を見てイメージトレーニング（30分）
復習：できた点・課題点を整理（30分）

10
振付練習③・絵コンテ作
成（構図・動線）

予習：表情や身体表現の参考映像を見る（30分）
復習：表現面での改善点をまとめる（30分）

11
撮影準備・ロケーション
確認／リハーサル

予習：通し練習を想定した確認（30分）
復習：本番を想定した課題整理（30分）

12
撮影① 予習：絵コンテ・撮影場所を確認（30分）

復習：撮影時の注意点を整理（30分）

13
撮影② 予習：各自の役割と動きを最終確認（30分）

復習：撮影の反省点を記録（30分）

14
編集作業（表現の完成度
を高める）

予習：編集ソフトやSNS事例を調べる（30分）
復習：発信内容と編集意図を整理（30分）

15
完成作品鑑賞・SNS公開・
講評・振り返り

予習：鑑賞ポイントを考える（30分）
復習：前期全体の学びを振り返る（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

ラジオを番組で、リポートやパーソナリティとして話す経験を
持つ教員が、ラジオを聴きながら構成について解説を行う。ま
た、ラジオを聴くだけでなく、学生自身で番組を作成し、ラジ
オで話すための表現方法を身につける。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
適宜、講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
  ラジオの世界で、見えないものを伝えるための表現方法を身
につける。話す内容や構成を自分で考え、一つのラジオ番組を
作成することができるようになる。 《成績評価基準》

 ラジオ番組の構成方法を分析できているか、また自身がラジ
オ番組として話す上で、リスナーのことを意識し、「ラジオ」
というメディアを考えながら話せているかを評価する。

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　40％
課題　％　実技　％　
授業の取組　60％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜、紹介する

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション ラジオ番組を聴く（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

2
研究するラジオ番組の設
定１

ラジオ番組を聴く（30分）
授業内容をノートにまとめる（30分）

3
研究するラジオ番組の設
定２

ラジオ番組を聴く（30分）
授業内容をノートにまとめる（30分）

4
ラジオの構成について１ ラジオ番組を聴く（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

5
ラジオの構成について２ ラジオ番組を聴く（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

6
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

7
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

8
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

9
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

10
ラジオ番組の作成 ラジオ番組を聴く（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

11
ラジオ番組の作成 ラジオ番組を聴く（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

12
ラジオ番組の作成 ラジオ番組を聴く（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

13
ラジオ番組収録 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

14
作成した番組の発表 自分で作った番組の分析をする（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

15
まとめ 今まで習ったことの復習する（30分）

今後の目標をノートにまとめる（30分）
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《専門科目》

科目名 ゼミナール

担当者氏名 金子　朋未

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

ラジオを番組で、リポートやパーソナリティとして話す経験を
持つ教員が、ラジオを聴きながら構成について解説を行う。ま
た、ラジオを聴くだけでなく、学生自身で番組を作成し、ラジ
オで話すための表現方法を身につける。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
適宜、講評や解説の時間を設ける

《授業の到達目標》
 ラジオの世界で、見えないものを伝えるための表現方法を身
につける。話す内容や構成を自分で考え、一つのラジオ番組を
作成することができるようになる。 《成績評価基準》

ラジオ番組の構成方法を分析できているか、また自身がラジオ
番組として話す上で、リスナーのことを意識し、「ラジオ」と
いうメディアを考えながら話せているかを評価する。

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　40％
課題　％　実技　％　
授業の取組　60％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 適宜、紹介する

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 オリエンテーション ラジオ番組を聴く（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

2
 研究するラジオ番組の設
定１

ラジオ番組を聴く（30分）
授業内容をノートにまとめる（30分）

3
研究するラジオ番組の設
定２

ラジオ番組を聴く（30分）
授業内容をノートにまとめる（30分）

4
ラジオの構成について１ ラジオ番組を聴く（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

5
ラジオの構成について２ ラジオ番組を聴く（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

6
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

7
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

8
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

9
実務研究 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

10
ラジオ番組の作成 ラジオ番組を聴く（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

11
ラジオ番組の作成 ラジオ番組を聴く（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

12
ラジオ番組の作成 ラジオ番組を聴く（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

13
ラジオ番組収録 ラジオの程で今日の出来事を３分話す（30分）

番組の構成をまとめる（30分）

14
作成した番組の発表 自分で作った番組の分析をする（30分）

授業内容をノートにまとめる（30分）

15
まとめ 今まで習ったことの復習する（30分）

今後の目標をノートにまとめる（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 イベント研修Ⅱ

担当者氏名 今木　清志、徳永　玲子、黒瀬　菜々、宮谷　未知子、金子　朋未、志田　華奈子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （前期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

本学科は対外ライブを年3回程度開催、対外発表会を年1回開催
し、アイドルユニット・声優ユニット・演劇ユニット・シンガ
ーユニット・制作チームそれぞれの学生達が自力で対外的イベ
ントを構成・展開しうる水準を目指すために、テレビドラマの
制作現場でプロデューサーとしての実務経験を持つ教員等が指
導する。

アイドル力２（みらいパブリッシング）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
イベント終了後、学生同士でディスカッションをする場を設け
、総合的なフィードバックを行う。

《授業の到達目標》
本学科はあくまで「デビューの名に値するデビューを目指す」
学科である。対外的イベントを展開しうるだけの基礎的資質を
有した学生に対して、ジャンル別の特訓を課し、学科主催のイ
ベントという総合的なエンターテイメントショーを構成できる
水準にまで上昇せしめることを目的とする。

《成績評価基準》
 各グループがいかなる自主的訓練を積み重ねたか、観客にい
かなる感動を与えたかの2点に於いて評価する。

《成績評価の方法》
授業の取組　100％

《参考図書》

必要に応じて授業中に指示する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス（後期のイベ
ント実施計画）

予習：学内の年間行事、制度等を確認すること（30分）
復習：説明内容メモ見直し（30分）

2
イベント企画 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

3
イベント練習１ 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

4
イベント練習２ 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

5
イベント出演 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

6
 出演イベントに関する振
り返り

予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：本番の反省（30分）

7
卒業公演に向けた企画・
構成１

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

8
卒業公演に向けた企画・
構成２

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

9
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成１

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

10
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成２

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

11
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習１

予習：ライブ配信内容の企画内容の見直し（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

12
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習２

予習：ライブ配信内容の練習の進捗を確認（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

13
「SHOWROOM」学科配信本
番実施

予習：ライブ配信内容の練習の進捗を確認（30分）
復習：ライブ配信内容の反省点をまとめる（30分）

14
卒業公演に向けた練習１ 予習：卒業公演の各シーンにおける練習の進捗を確認（30分）

復習：卒業公演に関する練習内容の見直し（30分）

15
卒業公演に向けた練習２ 予習：卒業公演の各シーンにおける練習の進捗を確認（30分）

復習：卒業公演に関する練習内容の見直し（30分）



ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 イベント研修Ⅱ

担当者氏名 今木　清志、徳永　玲子、黒瀬　菜々、宮谷　未知子、金子　朋未、志田　華奈子

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・通年 （後期）

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　メディア表現を通じて、社会に新しい価値観やアイデアを提供することができる。

《授業の概要》 《教科書》

本学科は対外ライブを年3回程度開催、対外発表会を年1回開催
し、アイドルユニット・声優ユニット・演劇ユニット・シンガ
ーユニット・制作チームそれぞれの学生達が自力で対外的イベ
ントを構成・展開しうる水準を目指すために、テレビドラマの
制作現場でプロデューサーとしての実務経験を持つ教員等が指
導する。

アイドル力２（みらいパブリッシング）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
イベント終了後、学生同士でディスカッションをする場を設け
、総合的なフィードバックを行う。

《授業の到達目標》
本学科はあくまで「デビューの名に値するデビューを目指す」
学科である。対外的イベントを展開しうるだけの基礎的資質を
有した学生に対して、ジャンル別の特訓を課し、学科主催のイ
ベントという総合的なエンターテイメントショーを構成できる
水準にまで上昇せしめることを目的とする。

《成績評価基準》
 各グループがいかなる自主的訓練を積み重ねたか、観客にい
かなる感動を与えたかの2点に於いて評価する。

《成績評価の方法》
授業の取組　100％

《参考図書》

必要に応じて授業中に指示する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス（後期のイベ
ント実施計画）

予習：学内の年間行事、制度等を確認すること（30分）
復習：説明内容メモ見直し（30分）

2
イベント企画 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

3
イベント練習１ 予習：年間イベント計画の検討（30分）

復習：イベント企画の内容の見直し（30分）

4
イベント練習２ 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

5
イベント出演 予習：準備の進行状況をまとめる（30分）

復習：練習内容の見直し（30分）

6
 出演イベントに関する振
り返り

予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：本番の反省（30分）

7
卒業公演に向けた企画・
構成１

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

8
卒業公演に向けた企画・
構成２

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

9
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成１

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

10
「SHOWROOM」学科配信に
向けた企画・構成２

予習：様々な予習：準備の進行状況をまとめる（30分）
復習：ライブ配信内容の企画案作成（30分）

11
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習１

予習：ライブ配信内容の企画内容の見直し（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

12
「SHOWROOM」学科配信に
向けた練習２

予習：ライブ配信内容の練習の進捗を確認（30分）
復習：配信ライブの練習内容の検討（30分）

13
「SHOWROOM」学科配信本
番実施

予習：ライブ配信内容の練習の進捗を確認（30分）
復習：ライブ配信内容の反省点をまとめる（30分）

14
卒業公演に向けた練習１ 予習：卒業公演の各シーンにおける練習の進捗を確認（30分）

復習：卒業公演に関する練習内容の見直し（30分）

15
卒業公演に向けた練習２ 予習：卒業公演の各シーンにおける練習の進捗を確認（30分）

復習：卒業公演に関する練習内容の見直し（30分）


